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　2020年度 事業目標と方針・予算　特集

笑顔の谷本美代子さんと

かわいいミニ和紙人形

展覧会は旧上高井郡役所

　　　　（４月５日まで）

笑顔の谷本美代子さんと

かわいいミニ和紙人形

展覧会は旧上高井郡役所

　　　　（４月５日まで）

卒園まじかの

須坂保育園年長児



2020年４月号 ・２・

平成28年高齢者等実態調査より

　須坂市は、第五次須坂市総合計画に沿い、「安心・安全」、「元気」、「交流」の３つをまち

づくりの基本理念として掲げ、「一人ひとりが輝き、磨かれた『ほんもの』の魅力あふれる

まち 須坂」を市民の皆さんとともに創ります。

　第五次須坂市総合計画・後期基本計画最終年の本年度、各部局が掲げる目標と方針、主

な事業・予算を紹介します。

  2020年度 
事業目標と方針・予算

特集



2020年４月号・３・

健康で、支え合い、共
に生きるまちづくり

健康福祉部
▼福祉課▼高齢者福祉課

▼健康づくり課

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
全
て
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
域
福
祉
計
画
の
見
直
し
や
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の

　

設
置
準
備
を
進
め
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
ま
す
。

■
障
が
い
の
あ
る
人
や
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
自
立

　

の
た
め
に
各
種
事
業
を
実
施
し
、
支
援
し
ま
す
。

■
「
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
な
ど
、
高
齢
者

　

の
支
援
を
進
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
継
続
し
て
暮

　

ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
の
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
の

　

取
り
組
み
を
進
め
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
充

　

実
を
図
り
ま
す
。

■
白
血
病
な
ど
を
治
療
し
て
い
る
方
が
、
骨
髄
移
植
を
受

　

け
ら
れ
る
よ
う
、
骨
髄
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
や
、
勤
務

　

す
る
事
業
所
に
助
成
し
、
骨
髄
提
供
し
や
す
い
環
境
づ

　

く
り
を
進
め
ま
す
。

■
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
特
に
高
血
圧
症
の
予
防
と
減
塩

　

運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
市
内
飲
食
店
や

　

関
係
団
体
と
協
働
し
、
健
康
ス
ム
ー
ジ
ー
の
普
及
に
取

　

り
組
み
ま
す
。

■
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を

　

進
め
る
と
も
に
、
住
民
意
識
調
査
や
最
新
デ
ー
タ
な
ど

　

を
基
に
、
須
坂
市
地
域
防
災
計
画
を
全
面
改
正
し
、
安

　

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
令
和
３
年
度
を

　

初
年
度
と
し
た
「
第
六
次
須
坂
市
総
合
計
画
」を
策
定
し

　

ま
す
。

■
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
行
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

　

「
須
坂
市
行
財
政
改
革
第
四
次
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
改

　

定
版
」
お
よ
び
「
第
三
次
須
坂
市
滞
納
整
理
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
支
出
内
容
を
見
直
し
、
収
入

　

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
須
坂
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ

　

と
信
州
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
増
額
を
図
る
と
と
も

　

に
、
結
婚
支
援
や
結
婚
新
生
活
支
援
の
充
実
、
地
域
お

　

こ
し
協
力
隊
の
活
用
、
「
移
住
支
援
信
州
須
坂
モ
デ
ル
」

　

の
充
実
、
情
報
発
信
な
ど
を
通
じ
地
方
創
成
を
推
進
し

　

ま
す
。

■
若
手
職
員
に
よ
る「
あ
い
さ
つ
課
」の
活
動
な
ど
に
よ
り
、

　

「
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
」
の
ま
ち
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

　

に
築
き
ま
す
。

■
バ
ス
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｋ

く

Ｕ
Ｒ

る

Ｕ
Ｒ

る

Ｕ
」を
65
歳
以
上

　

の
運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
進
呈
す
る
と
と
も
に
、
乗

　

合
タ
ク
シ
ー
で
も
使
用
可
能
に
し
て
一
層
の
普
及
を
図

　

り
、
通
勤
・
通
学
・
通
院
・
買
い
物
な
ど
の
移
動
手
段

　

と
し
て
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
消
費
活
性
化
策
（
マ
イ
ナ

　

ポ
イ
ン
ト
）
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
が
予
定
さ
れ

　

る
た
め
、
交
付
申
請
の
受
け
付
け
体
制
を
整
え
親
切
丁

　

寧
に
対
応
し
ま
す
。

■
誰
も
が
特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
警
察
な
ど
の

　

関
係
機
関
と
連
携
し
、
水
際
阻
止
対
策
の
強
化
や
注
意

　

喚
起
、
情
報
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
下
水
資
源
の
適
切
な
保
全
と
活
用
を
図
る
た
め
、
実

　

態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
昭
和
59
年
制
定
の
「
須
坂

　

市
水
資
源
保
全
条
例
」
の
改
正
を
検
討
し
ま
す
。

■
安
全
な
飲
料
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
昨
年
度

　

か
ら
整
備
し
て
い
る
峰
の
原
高
原
飲
料
水
供
給
施
設
は
、

　

本
年
12
月
完
成
、
給
水
開
始
を
目

　

指
し
ま
す
。

■
本
年
10
月
供
用
開
始
予
定
の
長
野

　

広
域
連
合
「
一
般
廃
棄
物　

最
終

　

処
分
場
」
に
係
る
地
元
振
興
事
業

　

の
具
体
化
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
元

　

区
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼市民課
▼生活環境課

市民環境部

総務部長 上原祥弘

健康福祉部長 小林宇壱

みんなが安心して
快適に暮らせるまち

特集 2020年度 事業目標と方針・予算

市民が主役のまちづ

くりを進めます

　総務部
▼総務課▼政策推進課

▼財政課▼税務課

市民環境部長 青木一浩マイナンバーカード



2020年４月号 ・４・

■
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
被
災
し
た
道
路
・
水
路
な
ど

　

の
復
旧
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
相
之
島
お
よ
び
福
島
、

　

福
島
北
、
中
島
排
水
機
場
の
整
備
点
検
と
更
新
を
進
め
、

　

豪
雨
災
害
に
備
え
ま
す
。

■
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
は
、
開
発
事
業
者
と

　

の
調
整
を
進
め
、
事
業
の
進

し
ん
ち
ょ
く

捗
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、

　

交
通
量
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
周
辺
の
道
路
整

　

備
を
行
い
ま
す
。

■
道
路
や
水
路
の
整
備
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
や
道
路
舗
装
の
長
寿
命
化

　

に
よ
る
修
繕
、
交
通
安
全
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
安

　

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
市
民
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
臥
竜
公
園
や
動
物
園
の
魅

　

力
を
高
め
、
来
園
者
に
一
層
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
魅
力

　

あ
る
公
園
づ
く
り
に
取

　

り
組
み
ま
す
。

■
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

　

事
業
や
歴
史
的
景
観
の

　

保
存
活
用
な
ど
、
住
民

　

参
加
に
よ
る
快
適
な
生

　

活
環
境
と
訪
れ
る
人
に

　

や
さ
し
い
、
魅
力
あ
る

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

　

す
。

■
須
坂
市
立
博
物
館
な
ど
の
施
設
は
、
「
須
坂
市
立
博
物

　

館
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、「
機
能
分
散
型
総
合
博
物
館
」

　

と
し
て
い
く
た
め
、
市
立
博
物
館
お
よ
び
笠
鉾
会
館
の

　

改
修
、
各
博
物
館
分
館
な
ど
の
展
示
を
充
実
す
る
と
と

　

も
に
、「
ま
る
ご
と
博
物
館
」と
し
て
い
く
た
め
、
市
民
、

　

関
係
団
体
な
ど
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
検
討
を
進

　

め
ま
す
。

■
新
設
す
る
中
央
地
域
公
民
館
を
含
め
た
10
の
地
域
公
民

　

館
を
拠
点
と
し
て
「
ひ
と
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く
り
、

　

地
域
づ
く
り
」
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
の
選
定
を
目
指
し

　

て
、
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
対
象
地
域

　

住
民
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女
共
同
参

　

画
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
種
講
座
を
開
催
す
る
と

　

と
も
に
、
「
ス
マ
イ
ル
・
マ
マ
・
フ
ェ
ス
タ
in
須
坂
」
の

　

開
催
を
支
援
し
ま
す
。

■
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
須
坂

　

を
目
指
す
た
め
、
「
須
坂
市
人
権
政
策
推
進
基
本
方
針
」

　

に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
今
あ
る
施
設
を
大
切
に
使
い
続
け
る
た
め
、
文
化
会
館

　

「
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
」
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
、
柔
・

　

剣
道
場
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧
中
央
公
民
館
）
の
耐

　

震
改
修
お
よ
び
長
寿
命
化
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

社会共創部
▼文化スポーツ課
▼生涯学習推進課
▼人権同和政策課
▼男女共同参画課

産業の連携による活力
あふれるまちづくり

産業振興部

▼農林課▼商業観光課

▼産業連携開発課

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
業
・
商
業
・
工
業
・
観
光
の

連
携
に
よ
り
、
産
業
振
興
を
進
め
ま
す
。

■
農
業
の
担
い
手
の
育
成
と
農
地
の
集
積
、
有
害
鳥
獣
害

　

対
策
な
ど
に
各
種
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
高
品

　

質
で
付
加
価
値
の
高
い
農
作
物
の
普
及
を
進
め
ま
す
。

■
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
森
林
環
境
譲
与
税

　

の
円
滑
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

■
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
や
産
学
官

　

金
連
携
を
推
進
し
、
既
存
産
業
の
高
度
化
・
高
付
加
価
値

　

化
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
、
学
生
な
ど
に
地
元
へ
の

　

就
職
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
３
大
都
市
圏
か
ら
市
内

　

へ
移
住
・
就
労
し
た
方
に
支
援
金
を
支
給
し
、
移
住
・

　

定
住
を
促
進
し
ま
す
。

■
「
信
州
須
坂
」
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、
主
要
都
市
で
の

　

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

　

行
い
ま
す
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
「
空
き
家
め
ぐ
り
」や
「
空

　

き
家
・
空
き
店
舗
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施
、
「
わ
ざ

　

わ
ざ
店
等
開
設
支
援
事
業
補
助
」
な
ど
に
よ
り
、
空
き

　

店
舗
の
解
消
や
新
規
開
業
支
援
を
行
う
ほ
か
、
官
民
連

　

携
に
よ
る
「
ま
ち
の
駅
」
活
動
に
よ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ

　

い
創
出
を
図
り
ま
す
。

安心・安全に生活
できるまちづくり

▼道路河川課▼まちづくり課
▼臥竜公園管理事務所

まちづくり
　推進部

まちづくり推進部長 滝沢健一

産業振興部長 宮下将之

社会共創部長 中澤公明

学びを生かした、
共創のまちづくり

国道403号線沿線に植えられたカンナ



2020年４月号・５・

　

子
育
て
家
庭
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
総

合
的
な
子
育
て
支
援
「
子
ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
引

き
続
き
推
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
環
境
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

　

セ
ン
タ
ー
の
整
備
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

■
英
語
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
、
探
究
的
な
学
び
な
ど
、

　

教
育
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
も

　

見
据
え
、
教
育
環
境
の
整
備
と
教
育
の
質
の
充
実
を
図

　

る
た
め
、
小
中
学
校
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

■
児
童
の
登
下
校
の
安
全
を
守
る
た
め
、
見
守
り
活
動
が

　

行
き
届
か
な
い
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

■
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
食
物

　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
（
除
去
食
）
の
提
供
を
始
め
る
と

　

と
も
に
、
食
物
ア
レ
ル

　

ギ
ー
を
正
し
く
理
解
し

　

て
い
た
だ
く
た
め
の
講

　

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
小
学
校
体
育
館
の
ト
イ

　

レ
を
洋
式
化
し
、
避
難

　

所
機
能
を
強
化
す
る
ほ

　

か
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の

　

ト
イ
レ
も
洋
式
化
し
ま

　

す
。

特集 2020年度 事業目標と方針・予算

子どもが育ち、活
躍するまちに

　水道局

▼営業課▼上下水道課

安心・安全で快適な生活
を確保していくために

防災意識の高揚と
減災力の充実

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
の
被
災
に
よ
っ
て
高
ま
っ

た
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
複
雑
多
様
化
、
突
発
的
か
つ
大
規
模
化
す
る
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
対
し
、
災
害
発
生
は
不
可
避
で
あ
る
と
の
見
地

に
立
ち
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
地

域
や
消
防
団
と
連
携
し
て
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
消
防
・

救
急
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
１
１
９
番
通
報
や
消
防
隊
な
ど
を
統
制
す
る
通
信
指
令

　

台
の
２
年
目
改
修
工
事
を
は
じ
め
、
庁
舎
の
女
性
施
設

　

改
修
工
事
や
、
猛
暑
下
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
（
冷
却

　

ベ
ス
ト
）
な
ど
の
職
員
や
職
場
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

　

す
。
消
防
団
で
は
第
５
分
団
（
旭
ケ
丘
町
）と
第
９
分
団

　

（
仁
礼
町
仙
仁
）
の
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車

　

を
更
新
し
ま
す
。

■
地
域
や
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
て
応
急
手
当
の
知
識
と

　

技
術
の
普
及
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
救
急
車
到
着

　

前
の
応
急
手
当
実
施
を
啓
発
し
ま
す
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
令
和
元
年
６
月
現
在
の
設
置

　

率
が
82
％
で
あ
り
、
市
内
全
戸
設
置
と
、
適
正
な
維
持

　

管
理
を
呼
び
か
け
、
住
宅
火
災
「
死
者
ゼ
ロ
」を
目
指
し

　

ま
す
。

■
消
防
団
員
の
定
数
確
保
に
努
め
、
消
防
団
協
力
事
業
所

　

や
サ
ポ
ー
ト
事
業
店
の
普
及
と
増
加
を
図
り
、
地
域
か

　

ら
消
防
団
を
応
援
し
ま
す
。

▼学校教育課▼子ども課
▼人権同和教育課

教育委員会
　事務局

 消防本部
▼総務課▼予防課

▼警防課▼消防署

　

上
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
事
業
な

ど
の
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤
の
一
つ
で
す
。
引
き
続
き

安
心
・
安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
適
切
な

上
下
水
道
事
業
の
運
営
を
図
り
ま
す
。

■
上
水
道
で
は
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
計
画
に
基
づ
き
、

　

施
設
や
管
路
の
維
持
・
更
新
な
ど
の
整
備
を
進
め
、
災
害

　

に
対
し
て
も
自
家
発
電
設
備
の
整
備
や
耐
震
化
な
ど
、

　

災
害
に
対
す
る
備
え
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
下
水
道
で
は
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
後
年
度
に
過
度
な

　

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
健
全
経
営
を
継
続
し
、
施
設
の

　

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

【
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
】　

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る
被
害
、
と
り
わ
け
長
野

県
の
施
設
で
あ
る
下
水
道
終
末
処
理
施
設
（
ク
リ
ー
ン
ピ

ア
千
曲
）
の
被
災
に
際
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
事
業
者
の
方
々

に
節
水
な
ど
下
水
道
の
利
用
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
改

め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
千
曲

は
、
現
在
も
簡
易
処
理
で
放
流
し
て
い
る
状
態
で
、
早
期

の
本
格
的
復
旧
に
向
け
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆

さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
環
境
負
荷
の
少
な
い
適
切
な
下
水

道
の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水道局長 山岸勝男

教育次長 関政雄

消防長 飯塚俊樹

プログラミング教育



2020年４月号 ・６・

　

２
０
２
０
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
２
０
１
９

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
62
億
２
千
万
円
、
29　

２

％
増
の
２
７
５
億
５
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、「
求
め
る
か
ら
、

分
か
ち
合
い
（
愛
）
、
与
え
合
い
（
愛
）
、
譲
り
合
い
（
愛
）
」

の
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
と
共
創
（
協
奏
）
、

「
オ
ー
ル
須
坂
市
」
、
「
課
題
発
見
解
決
型
行
政
」で
、
将
来

世
代
に
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
な
く
持
続
的
発
展
が
で
き

る
健
全
財
政
の
体
質
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
須
坂
市
の

将
来
像
で
あ
る
、「
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
磨
か
れ
た
『
ほ

ん
も
の
』
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

須
坂
」
の
実
現
の
た

め
、
第
五
次
須
坂
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
各
施

策
の
仕
上
げ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
主
な
重
点
事
業
と
し
て
、
須
坂
長
野
東
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
と
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
学
び
を

核
と
し
た
人
材
（
財
）
育
成
や
健
康
長
寿
命
発
信
都
市
「
須

坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
須
坂
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
展
開
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
当
初
予
算
総
額
は
２
７
５
億
５
千
万
円

●
歳
入
の
内
訳

【
市
税
収
入
】

　

前
年
度
対
比
2.9
％
減
の
59
億
６
６
７
５
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
市
民
税
…
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
う
給
与
所

　
　
　
　
　
　
　

得
者
の
減
少
な
ど

▼
法
人
市
民
税
…
法
人
税
割
の
税
率
引
げ
下
げ
や
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　

増
税
に
よ
る
景
況
悪
化

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】

　

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
り
、

前
年
度
対
比
16
・
２
％
増
の
11
億
４
２
０
０
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。
な
お
、
地
方
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
増

収
分
は
、
障
が
い
者
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
な

ど
の
社
会
保
障
経
費
に
充
当
し
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

２
０
２
０
年
度
の
予
算

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

財源のうち、税率引き上げ分事業名 経費

 12億8,990万円

  2億2,248万円

 21億3,530万円

  1億9,136万円

  3億5,836万円

 41億9,740万円

  2億7,604万円

  6億6,058万円

  6億5,943万円

 15億9,605万円

  3億3,744万円

  4億1,082万円

  7億4,826万円

65億4,171万円

障がい者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

母子福祉事業

生活保護扶助事業

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

医療対策事業

疾病予防・健康増進対策事業

小計

小計

小計

合計

 　8,083万円

　 2,990万円

1億4,746万円

　 2,221万円

 　1,651万円

2億9,691万円

 　1,966万円

1億1,107万円

1億　107万円

2億3,180万円

　 2,795万円

　 3,779万円

   6,573万円

5億9,444万円

●地方消費税率引き上げに伴う増収分の充当内訳一覧

●
２
０
２
０
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
と
歳
出

記
号
説
明 

☆
…
新
規
事
業 

◎
…
拡
大
事
業 

◇
…
２
０
１
９

年
度
補
正
予
算
新
規
事
業　

…
継
続
事
業

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
事
業

　

引
き
続
き
関
係
省
庁
や
開
発
事
業
者
、
地
元
と
調
整
を

行
い
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
区
の
交
通
安

全
対
策
や
渋
滞
緩
和
対
策
を
進
め
ま
す
。

☆
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
整
備
関
連
工
事

　

（
下
水
道
な
ど
整
備
）〈
５
億
３
０
０
０
万
円
〉…
道
路
河
川
課

◎
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
事
業
に
伴
う
道
路
整
備

　
　
　
　
　
　
　

〈
７
億
１
７
８
６
万
円
〉
…
道
路
河
川
課

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
／
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
震
や
台
風
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

☆
豊
洲
地
域
防
災
拠
点
施
設
の
整
備 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
２
億
２
０
０
０
万
円
〉
…
総
務
課

☆
地
域
防
災
計
画
全
面
改
定
〈
４
５
０
万
円
〉　

…
総
務
課

☆
柔
道
場
・
剣
道
場
耐
震
補
強
等
工
事

　
　
　
　
　

〈
１
億
５
８
５
７
万
円
〉
…
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☆
県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
負
担
金
（
相
之
島
排
水

　

機
場
整
備
事
業
）
〈
１
４
９
７
万
円
〉　

…
道
路
河
川
課

☆
小
学
校
防
災
機
能
強
化
事
業
（
小
学
校
体
育
館
な
ど
ト

　

イ
レ
洋
式
化
工
事
）
〈
８
２
０
０
万
円
〉
…
学
校
教
育
課

◇
林
道
災
害
復
旧
事
業〈
１
億
５
９
５
２
万
円
〉…
道
路
河
川
課

◎
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
等
工
事

　
　
　
　
　

〈
１
億
５
４
２
７
万
円
〉
…
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

須
坂
温
泉
指
定
避
難
所
整
備
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　

〈
１
億
３
８
１
６
万
円
〉
…
商
業
観
光
課

「
須
坂
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進

　

基
本
目
標
（
①
～
④
）
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

①
須
坂
市
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

問
合
せ　

財
政
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
６
）・



2020年４月号・７・

特集 2020 年度 事業目標と方針・予算

特別会計 予算額 前年度比

国民健康保険 50億9,799万円 4.3％減

後期高齢者医療 7億  435万円 8.1％増

介護保険 45億　517万円 1.1％増

  　  789万円 1.0％増

企業会計

水道事業

宅地造成事業

下水道事業

23億　667万円

　  　757万円

40億8,206万円

12.4％増

0.9％増

13.8％増

前年度比予算額

●
歳
出
の
内
訳

　

須
坂
市
が
健
全
財
政
を
保
ち
な
が
ら
持
続
発
展
す
る
た

め
に
、
事
業
の
必
要
性
や
優
先
順
位
を
考
慮
し
、
選
択
と

集
中
に
よ
り
必
要
な
事
業
の
絞
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
文
化
会
館
メ
セ
ナ
ホ
ー

ル
な
ど
の
大
規
模
改
修
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
伴
う
道

路
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
災
害
復
旧
・

復
興
と
し
て
、
林
道
の
災
害
復
旧
事
業
や
、
新
た
に
豊
洲

地
域
防
災
拠
点
施
設
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
過

去
最
大
の
当
初
予
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

●特別会計の予算

国庫支出金
（国からの収入）
27億2,674万円
（9.9％）

地方交付税
44億8,000万円
（16.3％）

県支出金
（県からの収入）
15億4,888万円
（5.6％）

地方消費税交付金
11億4,200万円
（4.1％） その他 20億4,058万円

　　　（7.5％）

繰入金
 18億2,175万円

（6.6％）

諸収入
25億5,080万円

（9.2％）

民生費
70億6,666万円
（25.6％）

公債費　18億8,762万円
（6.9％）

教育費
69億7,619万円
（25.3％）

総務費
27億7,043万円
（10.1％）

土木費
32億2,975万円
（11.7％）

商工費 15億5,485万円
（5.6％）

その他 4億696万円
（1.5％）

災害復旧費 1億5,952万円
（0.6％）

衛生費 18億7,178万円
（6.8％）

農林水産業費 7億6,307万円
（2.8％）

井上、幸高、九反

田、中島財産区

市債
52億7,250万円
（19.1％）

市税
59億6,675万円
（21.7％）

275億5,000万円

歳入
（2020年度）

消防費 8億6,317万円
（3.1％）

歳出
（2020年度）

　

に
す
る

☆
仁
礼
地
区
新
規
就
農
者
用
農
地
集
積
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
１
３
０
０
万
円
〉
…
農
林
課

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
交
付
金
〈
３
３
７
５
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

…
農
林
課

企
業
立
地
振
興
事
業
補
助
金
〈
６
２
２
４
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
産
業
連
携
開
発
課

わ
ざ
わ
ざ
店
等
開
設
支
援
事
業
補
助
金
〈
６
５
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
商
業
観
光
課

②
須
坂
市
へ
新
し
い
人
の
流
れ
を
創
る

◇
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住
支
援
金〈
３
６
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
産
業
連
携
開
発
課

移
住
交
流
事
業
〈
８
２
５
万
円
〉　
　
　

…
政
策
推
進
課

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
地
域
活
性
化〈
２
０
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
商
業
観
光
課

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

☆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
式
エ
ア
コ
ン
の
設
置　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
１
４
３
万
円
〉
…
子
ど
も
課

結
婚
支
援
事
業
委
託
〈
２
５
０
万
円
〉　

…
政
策
推
進
課

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
〈
２
４
０
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
政
策
推
進
課

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
の
教
室
相
談
員
の
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
４
４
１
万
円
〉
…
学
校
教
育
課

す
こ
や
か
相
談
事
業
〈
６
８
３
万
円
〉　
　

…
子
ど
も
課

病
児
等
保
育
へ
の
対
応
〈
１
５
９
０
万
円
〉
…
子
ど
も
課

④
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連

　

携
す
る

☆
消
防
庁
舎
女
性
施
設
の
改
修〈
１
１
３
９
万
円
〉…
消
防
本
部

☆
火
災
現
場
に
お
け
る
隊
員
の
熱
中
症
対
策
〈
26
万
円
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
消
防
本
部

◎
救
急
業
務
高
度
化
推
進
〈
３
４
１
万
円
〉　

…
消
防
本
部

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
お
よ
び
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ

　

付
き
積
載
車
の
更
新
〈
１
７
７
７
万
円
〉　

…
消
防
本
部

公
共
交
通
（
す
ざ
か
市
民
バ
ス
な
ど
）
の
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
８
０
０
０
万
円
〉
…
市
民
課

●企業会計の予算

　

重
点
項
目
別
の
主
な
事
業
と
歳
出
予
算

は
下
段
の
と
お
り
で
す
。

275億5,000万円



2020年４月号 ・８・

防
　
災

北
相
之
島
に
須
坂
市
豊
洲
地
域

防
災
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

施
設
概
要

　

北
相
之
島
区
で
は
、
昭
和
48
年

建
設
の
公
会
堂
の
建
て
替
え
を
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
10
月

の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り

床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
使
用

予
定
の
備
品
類
多
数
も
泥
水
に
浸

か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

に
対
し
復
旧
支
援
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
被
災
し
た
現
公
会
堂

の
状
況
を
考
慮
し
、
北
相
之
島
に

豊
洲
地
域
の
防
災
拠
点
施
設
を
整

備
し
、
災
害
時
に
自
主
防
災
組
織

な
ど
の
活
動
拠
点
と
な
る
と
と
も

に
、
平
常
時
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
よ
り
所
と
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。
ま
た
、
協
議
の
中
で
、

現
地
改
築
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
駐
車

場
の
確
保
な
ど
利
用
し
や
す
い
場

所
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

県
に
対
し
協
力
を
要
望
す
る
な

ど
し
た
結
果
、
県
営
住
宅
相
之
島

団
地
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
現
在

よ
り
広
い
敷
地
（
約
１
３
０
０
㎡
）

　

北
相
之
島
区
住
民
の
皆
さ
ん
が

発
災
前
に
ま
と
め
た
公
会
堂
建
替

構
想
を
参
考
に
ホ
ー
ル
、
講
習
（
会

議
）
室
、
調
理
室
、
放
送
室
の
ほ
か
、

地
域
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
備
蓄

倉
庫
や
資
機
材
庫
な
ど
を
備
え
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
訓
練
や
研

修
が
行
え
る
と
と
も
に
、
自
然
災

を
確
保
で
き
る
見
込
み
が
つ
い
た

こ
と
か
ら
、
２
０
２
０
年
度
に
、

２
億
２
千
万
円
（
設
計
費
な
ど
含

む
）
を
予
算
計
上
し
、
２
０
２
１

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
建
設
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
と
し
て
国
の
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
（
充
当
率
１

０
０
％
、
地
方
交
付
税
措
置
率
70

％
）
を
活
用
し
ま
す
。

施
設
の
活
用

▼
施
設
完
成
後
の
管
理
運
営
は
北

相
之
島
区
に
委
託
し
、
平
常
時
は

地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
北
相
之
島
区
か
ら
は
公
会
堂

建
て
替
え
の
た
め
の
積
立
資
金
の

一
部
を
、
市
の
防
災
事
業
推
進
の

た
め
ご
寄
附
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▼
災
害
時
に
は
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
活
動
拠
点
と
な
り
ま
す
が
、

昨
年
の
台
風
の
よ
う
な
水
害
時
の

避
難
施
設
と
し
て
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
水
害
以
外
の
（
地
震
な

ど
の
）
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
の
活
用
や
、
ま
た
、
水
害
に
お

い
て
も
避
難
行
動
が
遅
れ
て
し
ま

い
、
自
宅
に
い
る
こ
と
が
危
険
な

場
合
な
ど
、
こ
の
建
物
か
ら
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
や
ボ
ー
ト
な
ど
を
使
っ

て
救
助
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
水
害
時
に
は
市
な
ど
か
ら
の

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
に
よ
り
、

お
住
ま
い
の
場
所
か
ら
安
全
な
地

域
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
須
坂
市
で
は
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

と
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
総
合
的
に
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

北相之島町公会堂

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
こ
と

職
員
提
案

育
成
会
活
動
交
付
金
の
見
直
し 

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

　

育
成
会
活
動
交
付
金
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
や
交
流
の
場
と
な
る
各
町
の

育
成
会
活
動
の
費
用
の
一
部
を
市

が
毎
年
助
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
市
の
持
続
的
発

展
の
た
め
に
健
全
財
政
を
維
持
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
育
成

会
活
動
交
付
金
の
見
直
し
を
、
市

職
員
の
自
発
的
な
提
案
に
よ
り
こ

れ
ま
で
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
交
付
額
実
績
か

ら
、
児
童
・
生
徒
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、須
坂
市
は
県
内
19
市
中

一
番
高
く
、19
市
平
均
の
３
倍
以
上

の
額
で
す（
左
の
棒
グ
ラ
フ
参
照
）。
　

各
町
の
育
成
会
（
子
ど
も
会
）
活

動
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
今
回
の
交

付
金
見
直
し
や
、
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
行

事
を
複
数
の
町
に
よ
る
合
同
開
催

に
し
た
り
、
市
出
前
講
座
な
ど
の

無
料
の
講
師
派
遣
を
活
用
し
た
り

す
る
な
ど
、
行
事
の
開
催
方
法
を

工
夫
し
て
い
た
だ
き
、
役
員
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
げ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
見
直
し
に
当
た
り
、
２

０
１
５
年
に
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
役
員
会
お
よ
び
同
連
絡
協

議
会
総
会
な
ど
へ
説
明
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
区

長
会
春
季
総
会
な
ど
で
も
説
明
し
、

理
解
を
得
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
予
算
で
は
、
児

童
・
生
徒
一
人
当
た
り
の
概
算
と
な

り
ま
す
が
、県
内
19
市
中
一
番
高
い

交
付
額
を
維
持
し
１
３
７
２
円
に

な
り
ま
す
。な
お
、
市
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
な
ど
へ
の
負
担
金

54
万
８
千
円
は
市
が
支
出
し
ま
す
。

■児童・生徒一人当たりの
　交付額 （2017年度実績）

116

1,806

1,3721,288

964

588

148
0

1,000

1,500

2,000

500

（円）

須
坂
市

見
直
し
後

千
曲
市

安
曇
野
市

19
市
平
均

松
本
市

諏
訪
市

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
し
ま
す
。



2020年４月号・９・

組
織
改
正

市
役
所
の
組
織
改
正
な
ど
の
お
知
ら
せ

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　

「
生
涯
学
習
推
進
課
」
新
設
に
伴

い
、
「
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
」

を
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
」
に
変
更
し

ま
す
。

「
生
涯
学
習
推
進
課
」を
新
設

「
中
央
地
域
公
民
館
」を
新
設

指
定
管
理
者
の
お
知
ら
せ

須
坂
市
中
央
公
民
館
建
物
の

名
称
を
「
須
坂
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
」
に

「
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
」を

「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
」に

文化
スポーツ課

生涯学習
推進課

文化振興係

文化財係

学習推進係

スポーツ振興係

管理係

生涯学習
スポーツ課

中央公民館

生涯学習推
進センター

生涯学習係

文化財係

スポーツ振興係

学習係

生涯学習推進係

管理係

【改正前】 【改正後】

　

旧
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
に
、
旧
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係
の

一
部
事
務
と
旧
中
央
公
民
館
の
事

務
を
移
管
し
「
生
涯
学
習
推
進
課
」

を
新
設
し
て
集
約
す
る
こ
と
で
、

よ
り
社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯
学

習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

須
坂
市
中
央
公
民
館
の
建
物
の

名
称
を
「
須
坂
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
」
に
変
更
し
ま
す
（
建
物
の
所

管
は
生
涯
学
習
推
進
課
）
。
中
央
地

域
公
民
館
は
、
須
坂
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
旧
須
坂
市
中
央
公
民

館
）
建
物
の
１
階
に
設
置
し
ま
す
。

　

中
央
地
域
（
上
部
・
東
部
・
西

部
地
域
）
を
対
象
と
し
た
「
中
央

地
域
公
民
館
」
を
新
設
し
、
地
域

の
活
動
や
学
習
の
拠
点
と
し
て
活

動
し
ま
す
。

【
須
坂
市
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
】

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動

法
人　

信
州
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
協
議

会問
合
せ　

産
業
連
携
開
発
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

【
須
坂
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
創 

 
造
の
家
】

指
定
管
理
者　

一
般
社
団
法
人　

須
坂
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

【
須
坂
市
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー
、
須 

坂
市
東
部
児
童
セ
ン
タ
ー
、
須
坂

市
北
部
児
童
セ
ン
タ
ー
、
須
坂
市

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
】

指
定
管
理
者　

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新

東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

社　

会　

共　

創　

部

社　

会　

共　

創　

部

地域公民館　全９館

　

地域公民館　全10館
（中央地域公民館ほか）

意
見
紹
介

よ
く
あ
る
質
問
と
そ
の
回
答

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。

な
ぜ
臥
竜
山
の
樹
木
を
伐
採
し
て

い
る
の
で
す
か
。

　　

臥
竜
山
の
松
は
、
松
く
い
虫
被

害
な
ど
に
よ
り
毎
年
伐
倒
駆
除
を

行
い
、
年
々
松
が
減
少
し
た
こ
と

か
ら
「
日
本
の
名
松
１
０
０
選
」
か

ら
離
れ
た
姿
と
な
り
、
ま
た
、
里

山
の
環
境
の
悪
化
に
よ
り
雑
木
な

ど
が
密
集
し
眺
望
が
悪
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
長
野
県
森
林

づ
く
り
県
民
税
の
み
ん
な
で
支
え

る
里
山
整
備
事
業
を
活
用
し
、
臥

竜
公
園
里
山
整
備
利
用
促
進
協
議

会
と
須
坂
創
成
高
校
の
皆
さ
ん
と

作
成
し
た
「
臥
竜
公
園
里
山
整
備

利
用
促
進
基
本
構
想
」
に
よ
り
、

里
山
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
臥
竜
公
園
里
山
整
備
利

用
促
進
基
本
構
想
」は
、
本
多
静
六

博
士
設
計
の
臥
竜
公
園
設
計
案
に

あ
る
植
栽
計
画
を
基
本
と
し
て
、

臥
竜
山
を
５
つ
の
ゾ
ー
ン
（
桜
（
竜

ヶ
池
と
臥
竜
山
）
、
松
、
紅
葉
・
ツ

ツ
ジ
、
雑
木
・
里
山
）
に
分
け
、

四
季
を
通
じ
て
老
若
男
女
が
集
い

憩
え
る
里
山
に
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
、
松
の
景

観
や
ア
カ
マ
ツ
林
を
将
来
的
に
保

全
・
更
新
す
る
た
め
、
集
中
的
に

管
理
が
可
能
な
「
松
ゾ
ー
ン
」
に
関

し
て
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

抵
抗
性
品
種
で
あ
る
松
の
苗
木
の

植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

雑
木
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
類
な
ど
の

伐
採
は
、
松
の
苗
木
を
山
に
植
栽

す
る
前
に
行
う
「
地じ

こ
し
ら拵

え
」と
い
う

整
地
作
業
で
あ
り
、
苗
木
の
生
育

環
境
を
整
え
る
た
め
に
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
９
０
０
本
の

植
樹
を
行
い
、
２
０
２
０
年
度
か

ら
２
０
２
２
年
度
ま
で
毎
年
植
樹

を
行
う
予
定
で
す
。　
　

　

臥
竜
山
で
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
里
山
整
備
で
あ
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



2020年４月号 ・10・

【
正
し
い
手
の
洗
い
方
】

　

手
洗
い
の
前
に
▼
爪
は
短
く
切

り
▼
時
計
や
指
輪
は
外
す
な
ど
し

て
お
く
。

①
流
水
で
よ
く
ぬ

ら
し
た
後
、
せ
っ

け
ん
を
つ
け
、
手

の
ひ
ら
を
よ
く
こ

す
る
。

　
　
　
　

↓

②
手
の
甲
を
の
ば

す
よ
う
に
こ
す
る
。

　
　
　
　

↓

③
指
先
・
爪
の
間
を

念
入
り
に
こ
す
る
。

　
　
　
　

↓

④
指
の
間
を
洗
う
。

　
　
　
　

↓

⑤
親
指
と
手
の
ひ

ら
を
ね
じ
り
洗
い

す
る
。

　
　
　
　

↓

⑥
手
首
も
忘
れ
ず

に
洗
う
。

※
せ
っ
け
ん
で
洗
い
終
わ
っ
た
ら
、

十
分
に
水
で
流
し
、
清
潔
な
タ
オ

ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
よ
く
拭

き
取
っ
て
乾
か
す
。

得
ず
近
距
離
で
会
話
が
必
要
な
場

合
は
、
自
分
か
ら
飛ひ

ま
つ沫

を
飛
ば
さ

な
い
よ
う
、
マ
ス
ク
を
装
着
な
ど

配
慮
す
る
。

※
こ
ま
め
な
手
指
衛
生
と
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
徹
底
、
共
用
品
を
使
わ

な
い
こ
と
や
使
う
場
合
の
充
分
な

消
毒
は
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら

強
く
推
奨
さ
れ
ま
す
。

 
 

　

必
要
な
会
議
な
ど
を
実
施
す
る

際
は
、「
風
通
し
の
悪
い
空
間
を
作

ら
な
い
」
、「
手
洗
い
の
励
行
」
、「
消

毒
液
な
ど
の
設
置
」
、
「
風
邪
症
状

や
持
病
が
あ
る
方
、
渡
航
歴
が
あ

る
方
の
参
加
自
粛
を
呼
び
か
け
る
」

な
ど
、
来
場
者
に
対
し
必
要
な
感

染
防
止
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
集
団
発
生
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

 

た
め
の
３
つ
の
原
則
】

①
換
気
を
励
行
す
る

　

窓
の
あ
る
環
境
で
は
、
可
能
で

あ
れ
ば
２
方
向
の
窓
を
同
時
に
開

け
、
換
気
を
行
う
。

②
人
の
密
度
を
下
げ
る

　

人
が
多
く
集
ま
る
場
合
は
、
会

場
の
広
さ
を
確
保
し
、
お
互
い
の

距
離
を
１
～
２
ｍ
程
度
空
け
る
な

ど
、
人
の
密
度
を
減
ら
す
。

③
近
距
離
で
の
会
話
や
発
声
、
高

唱
を
避
け
る　
　
　
　
　
　
　

　

周
囲
の
人
が
近
距
離
で
発
声
す

る
よ
う
な
場
を
避
け
る
。
や
む
を

【
正
し
い
う
が
い
の
や
り
方
】

①
水
を
口
に
含
み
、
少
し
強
め
に

口
の
中
を
ゆ
す
い
で
吐
き
出
す
。

２
～
３
回
繰
り
返
す
。

②
水
を
口
に
含
み
、
上
を
向
い
て

15
秒
ほ
ど
、
喉
の
奥
で
ガ
ラ
ガ
ラ

う
が
い
を
す
る
。

【
３
つ
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】

　

職
場
や
電
車
、
学
校
な
ど
人
が

集
ま
る
所
で
行
い
ま
す
。

▼
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
（
口
・
鼻

を
覆
う
）
。

▼
マ
ス
ク
が
な
い
時
は
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・
ハ
ン
カ
チ
で
口
・
鼻
を
覆
う
。

▼
と
っ
さ
の
時
は
、
袖
で
口
・
鼻

を
覆
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む

感
染
症
対
策
の
基
本
は
、
「
手
洗

い
」と
「
う
が
い
」
、「
マ
ス
ク
の
着

用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」で
す
。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

近距離での会話

や発声がある

手の届く距離に

多くの人がいる

密閉空間であり

換気が悪い

～一人ひとりができる「３つの対策」～

　下の３つの条件がそろう場所が集団発生の

リスクが高くなると考えられています。

集団発生を防ぐために



2020年４月号・11・

【
市
税
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
、
▼
事
業
の
継

続
が
難
し
く
な
っ
た
▼
自
宅
待
機

や
就
業
時
間
の
減
少
で
給
与
が
大

幅
に
減
少
し
た
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
市
税
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

納
税
が
猶
予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

【
介
護
保
険
料
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
、
▼
事
業
ま
た

は
業
務
の
休
廃
止
▼
事
業
の
著
し

い
損
失
▼
失
業
な
ど
の
事
情
に
よ

り
、
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維

持
す
る
方
の
収
入
が
著
し
く
減
少

し
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
は
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

　

こ
の
他
に
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

納
税
な
ど
の
猶
予

医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に
電

話
で
相
談
し
ま
し
ょ
う

相
談
窓
口

相
談
し
た
結
果
、
専
門
の
「
帰

国
者
・
接
触
者
外
来
」
を
受
診

次
の
症
状
が
あ
る
方
は
「
有
症

状
者
相
談
窓
口
」
（
長
野
保
健

所
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

感
染
の
不
安
か
ら
事
前
の
相
談

な
し
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
を
避
け
、
受
診
の
前
に
は
必
ず

電
話
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
、
市
で
行

っ
て
い
る
市
税
な
ど
の
納
付
延

長
や
中
小
企
業
者
へ
支
援
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

症　

状

▼
風
邪
の
症
状
や
37
・
５
℃
以
上

の
発
熱
が
４
日
以
上
続
く
（
解
熱

剤
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
を
含
み
ま
す
）

▼
強
い
だ
る
さ
（
倦け

ん
た
い怠

感
）や
息
苦

し
さ
（
呼
吸
困
難
）が
あ
る 

【
特
に
注
意
を
】

　

高
齢
者
や
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼

吸
器
疾
患
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る

方
や
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
は
、
右

記
の
状
態
が
２
日
程
度
続
く
場
合

※
発
熱
な
ど
風
邪
症
状
が
あ
る
方

は
、
出
勤
・
登
校
を
含
め
て
外
出

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
事
業
者
へ

【
須
坂
市
中
小
企
業
振
興
資
金
】

①
経
営
安
定
資
金

　

経
営
の
安
定
に
支
障
を
来
た
し

て
い
る
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り

を
支
援
す
る
た
め
に
運
転
資
金
の

貸
付
利
率
を
引
き
下
げ
る
な
ど
特

例
措
置
を
行
い
ま
す
。

対　

象　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
事
由
と
し
た
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
ま
た
は
危

機
関
連
保
証
の
認
定
を
受
け
た
者

資
金
使
途　

運
転
資
金

概　

要　
　
　
　

貸
付
限
度
額　

５
千
万
円
（
経
営

安
定
資
金
の
限
度
額
の
拡
充
は
あ

り
ま
せ
ん
）

貸
付
利
率　

0.8
％

貸
付
期
間　

10
年
以
内

据
置
期
間　

２
年
以
内

②
緊
急
借
換
資
金

　

昨
年
の
台
風
災
害
で
新
設
し
た

「
緊
急
借
換
資
金
」を
適
用
し
ま
す
。

対　

象　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
事
由
と
し
た
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
認
定
と
同

等
の
経
営
状
況
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者

資
金
使
途　

運
転
資
金
（
市
制
度

資
金
の
借
入
金
の
同
一
金
融
機
関

で
の
借
り
換
え
）

概　

要

貸
付
限
度
額　

５
千
万
円

貸
付
利
率　

1.4
％

貸
付
期
間　

10
年
以
内

据
置
期
間　

１
年
以
内

①
②
と
も
に

▼
信
用
保
証
料
全
額
を
市
が
負
担

▼
借
入
開
始
か
ら
１
年
間
の
利
息

額
全
額
を
市
が
負
担

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈫

※
詳
し
く
は
市
制
度
資
金
取
扱
金

融
機
関
（
八
十
二
銀
行
・
長
野
銀

行
・
長
野
信
用
金
庫
・
長
野
県
信

用
組
合
・
商
工
組
合
中
央
金
庫
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

【
相
談
窓
口
】

　

売
り
上
げ
の
減
少
や
資
金
調
達

な
ど
の
お
困
り
ご
と
を
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

と　

き　

月
～
金
曜
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
祝
日
を

除
く
）

と
こ
ろ　

商
業
観
光
課
・
産
業
連

携
開
発
課
（
須
坂
駅
前
シ
ル
キ
ー

ビ
ル
２
階
）

問
合
せ　

▼
商
業
観
光
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

▼
産
業
連
携
開
発
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

　

保
健
所
に
相
談
し
た
結
果
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
疑
い

の
あ
る
場
合
に
は
、
専
門
の
「
帰

国
者
・
接
触
者
外
来
」
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
公
共
交
通

機
関
の
利
用
を
避
け
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

●
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合 

の
「
有
症
状
者
相
談
窓
口
」
（
24
時

間
対
応
）

長
野
保
健
所

（
☎
０
２
６
‐
２
２
５
‐
９
０
３
９
）

●
一
般
相
談
（
24
時
間
対
応
）

県
保
健
・
疾
病
対
策
課

▼（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
７
７
）

▼（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
２
７
８
）

●
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
多
言
語
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
17
言
語
対
応
）

（
☎
０
１
２
０
‐
６
９
１
‐
７
９
２
）

●
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
（
午
前

９
時
～
午
後
９
時
）

（
☎
０
１
２
０
‐
５
６
５
６
５
３
）

●
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

電
話
で
の
ご
相
談
が
難
し
い
方　

 

（

０
２
６
‐
４
０
３
‐
０
３
２
０
）



2020年４月号 ・12・

　

２
０
１
９
年
10
月
１
日
に
消
費

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
措
置

介護保険

介護保険料の一部が変わります

問合せ　高齢者福祉課（☎026‐248‐9020）

第
１
～
３
段
階
の
方
の
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

所得段階 所得区分 2019年度 2020年度

28,720円

37,800円

21,160円

36,280円

21,160円 16,630円第１段階

▼生活保護受給者

▼世帯全員が住民税非課税

で老齢福祉年金の受給者

▼世帯全員が住民税非課税

で前年の課税年金収入とそ

の他の合計所得金額の合計

が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で

前年の課税年金収入とその

他の合計所得金額の合計が

120万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で

前年の課税年金収入とその

他の合計所得金額の合計が

120万円超の方

第２段階

第３段階

と
し
て
、
所
得
段
階
が
第
１
か
ら

第
３
段
階
の
方
の
介
護
保
険
料
年

額
が
減
額
と
な
り
ま
す
（
国
の
政

令
公
布
後
、
決
定
と
な
り
ま
す
）
。

　

詳
細
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生まれの方

昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれの方

昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれの方

昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれの方

昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれの方

昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれの方

大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれの方

大正９年４月２日～大正10年４月１日生まれの方

令
和
２
年
度
の
対
象
者

費
用
（
自
己
負
担
額
）

　

今
ま
で
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

▼
下
表
の
生
年
月
日
の
方

▼
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
う

ち
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い

の
あ
る
方

年齢 生年月日

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
の
重
症
化
を
防
ぐ
予
防
接
種
で

す
。
令
和
２
年
度
の
対
象
者
で
接

種
を
希
望
す
る
方
に
は
、
予
診
票

を
発
行
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
課

（
窓
口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

２
千
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
、
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留

邦
人
等
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
支
援
給

付
対
象
の
方
は
無
料
で
す
。
健
康

づ
く
り
課
で
予
診
票
を
受
け
取
る

と
き
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。



2020年４月号・13・

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

▼長野県後期高齢者医療広域連合（☎026‐229‐5320）

保険料

令和２・３年度 後期高齢者医療の
保険料が決まりました

【
「
均
等
割
額
」
は
据
え
置
き
】

　

…
４
万
９
０
７
円

【
「
所
得
割
率
」
は
増
加
】

　

▼
改
正
前
…
８　

30
％

　

▼
改
正
後
…
８　

43
％

【
「
限
度
額
」
は
増
加
】

　

▼
改
正
前
…
62
万
円

　

▼
改
正
後
…
64
万
円

保
険
料
見
直
し
の
内
容

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
率
は
、
今
後
見
込
ま
れ
る
医
療

費
な
ど
の
推
計
を
も
と
に
２
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
２
・
３
年
度
の
保
険
料
率

は
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
２
月
定
例
会
の
議
決

を
受
け
、
左
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」は
、

　

新
し
い
年
度
に
な
っ
て
し
ば
ら

く
は
、
保
険
料
の
算
定
の
も
と
と

な
る
所
得
金
額
が
確
定
し
な
い
た

め
、
年
間
の
保
険
料
を
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
す
で
に
年
金
天
引

き
（
特
別
徴
収
）で
保
険
料
を
納
付

し
て
い
る
方
は
、
令
和
２
年
２
月

分
と
同
額
（
平
成
31
年
度
の
保
険

料
決
定
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
）
を
４
月
・
６
月
・
８
月
に

年
金
か
ら
天
引
き
（
仮
徴
収
）
し
、

10
月
以
降
に
１
年
分
の
保
険
料
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

▼
仮
徴
収
額
が
年
間
保
険
料
の
算

定
額
に
比
べ
て
過
大
（
ま
た
は
過

少
）
で
あ
る
と
き
は
、
年
間
保
険

料
を
平
均
し
た
額
に
調
整
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
令
和
２
年
４
月
以
降
に
特
別
徴

収
が
新
た
に
始
ま
る
方
に
は
、
特

別
徴
収
の
開
始
月
に
、
保
険
料
の

「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」を
お
送

り
し
ま
す
。

▼
現
在
、
納
付
書
や
口
座
振
替
で

納
付
し
て
い
る
方（
普
通
徴
収
）は
、

保
険
料
決
定
後
の
７
月
か
ら
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
方
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
直
前
に
被
用
者

保
険
（
市
町
村
国
民
健
康
保
険
・
国

民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
）
の
被

扶
養
者
と
し
て
保
険
料
の
負
担
が

な
か
っ
た
方
に
は
、
保
険
料
の
軽

減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
均
等
割
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
に
よ
っ
て
、
軽
減

さ
れ
る
割
合
が
異
な
り
ま
す
（
下

表
参
照
）
。

▼
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
直

前
に
、
被
用
者
保
険
（
市
町
村
国

民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組

合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は
、
所
得
割
額
は
か
か
ら
ず
、

制
度
加
入
か
ら
２
年
間
は
均
等
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■後期高齢者医療保険料の算定方法

保
険
料
の
軽
減

す
で
に
「
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
特
別
徴
収
」の
方
は
、

４
月
か
ら
仮
徴
収
が
始
ま
り

ま
す

同一世帯内の被保険者および世帯主の
前年の総所得金額などの合計額

均等割の軽減割合
軽減後の均等割額

（年額）

33万円以下の場合

うち、世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得なし）の場合

7.75割軽減 9,204円

33万円＋（28万５千円×被保険者数）以下の場合

７割軽減

33万円＋（52万円×被保険者数）以下の場合  ２割軽減

 ５割軽減

12,272円

20,453円

32,725円

■総所得金額別の均等割の軽減割合

　加入者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担

する「所得割」を合計した金額が保険料の金額です。

＋
均等割
40,907円

所得割
（前年中の総所得金額など-33万円）×8.43％

＝ １人あたりの保険料額（限度額64万円）

均等割は据え置き、所得割・限度額が増加

・・

所
得
確
定
後
の
７
月
以
降
に
お
送

り
し
ま
す
。



2020年４月号 ・14・

問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

ペット

犬の登録と狂犬病予防注射
を忘れずに

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

91
日
以
上
を
過
ぎ
た
犬
の
飼
い
主

に
は
「
犬
の
登
録
」と
、
年
１
回
の

「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
】

　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
は
、
直
径
２

㎜
、
長
さ
12
㎜
程
度
の
円
筒
型
で
、

犬
の
首
の
皮
膚
の
下
に
専
用
注
射

器
で
挿
入
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
を
読

み
取
っ
て
所
有
者

を
検
索
で
き
ま
す
。

装
着
を
希
望
す
る

方
は
動
物
病
院
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
市
内
の
動
物
病
院
の
場
合
】

　

市
内
に
あ
る
次
の
動
物
病
院
で

は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
の
交
付
手
続
き
が
、
そ
の

場
で
同
時
に
で
き
ま
す
。

▼
ツ
チ
ヤ
動
物
病
院

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
２
８
３
５
）

▼
須
坂
西
動
物
病
院

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
５
７
７
）

▼
く
ら
ら
動
物
病
院

（
☎
０
２
６
‐
２
１
４
‐
５
５
５
８
）

【
市
外
の
動
物
病
院
の
場
合
】

　

市
外
の
動
物
病
院
で
は
、
「
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
」
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

動
物
病
院
が
発
行
す
る
「
注
射

済
証
」
に
交
付
手
数
料
５
５
０
円

を
添
え
、
生
活
環
境
課
へ
提
出
し
、

「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
憩
い
の
場
の
百
々
川
河

川
敷
を
愛
犬
と
お
散
歩
し
な
が
ら

ご
み
拾
い
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

犬
の
ふ
ん
を
片
付
け
な
い
な
ど

の
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
た
ち
に
、

こ
の
活
動
を
通
し
て
一
緒
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
ょ
う
。
終
了
後
に
は
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

市
外
の
方
や
犬
を
飼
っ
て
い
な

い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

と　

き　

４
月
26
日
㈰
午
前
９
時

～
10
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
南
側

駐
車
場
（
百
々
川
河
川
敷
） 

参
加
費　

無
料
（
飲
み
物
・
参
加

景
品
付
き
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮

※
当
日
参
加
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
中
止
ま
た
は
延
期

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
市
ド
ッ
グ

ラ
ン
利
用
者
会
事
務
局
（
生
活
環

境
課
内
）

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
９

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

市
で
は
、
毎
年
４
～
５
月
に
狂

犬
病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を
行

っ
て
い
ま
す
（
日
程
は
左
ペ
ー
ジ

参
照
）
。

注
射
料
金　

３
０
５
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数

料　

５
５
０
円

犬
の
登
録

　

生
活
環
境
課
（
窓
口
７
番
・
本
庁

舎
１
階
）で
、
随
時
手
続
き
で
き
ま

す
。
ま
た
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

の
会
場
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

▲狂犬病予防注射の様子

【
犬
の
鑑
札
】（
24
㎜
×
24
㎜
）

　

犬
を
登
録
す
る
と
「
鑑
札
」が
交

付
さ
れ
ま
す
。
必
ず
首
輪
に
付
け

て
く
だ
さ
い
。
迷
い
犬
と
し
て
保

護
さ
れ
た
時

は
、
鑑
札
の

番
号
で
特
定

で
き
ま
す
。

※
２
０
１
９
年
10
月
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
な
ど
に
伴
い
、
長
野
県

獣
医
師
会
で
の
狂
犬
病
予
防
注
射

の
料
金
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
動
物
病

院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

｢

ゴ
ミ
０ゼ

ロ

ワ
ン
隊
in
須
坂｣

【
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
】

　
　
　
　
　
　

 

（
15
㎜
×
30
㎜
）

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
と

「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
必
ず

首
輪
に
付
け
て
く

だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
色
は

毎
年
変
わ
り
ま
す
。
２
０
２
０
年

度
は
赤
色
で
す
。

▲昨年のゴミ０ワン隊in
　須坂の様子

※
２
０
１
９
年
６
月
19
日
に
「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

公
布
さ
れ
、
３
年
以
内
に
犬
猫
の

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
が
犬
猫
な

ど
販
売
業
者
は
義
務
、
そ
れ
以
外

の
犬
猫
の
所
有
者
（
動
物
保
護
団

体
や
一
般
飼
い
主
）
は
努
力
義
務

と
な
り
ま
す
。



2020年４月号・15・

■４月20日㈪

▼旭ヶ丘町公会堂 9：00～ 9:10

▼旭ヶ丘ふれあいプラザ

 　　　　　　　  9：20～ 9:30

▼光ケ丘ニュータウン集会所

　　　　　　　　 9：40～ 9:50

▼松川町公会堂  10：00～10:10

▼新田町公会堂  10：20～10:30

▼豊島町公会堂  10：40～10:50

▼小島町公会堂  11：00～11:10

▼北相之島町公会堂

　　　　　　　  11：20～11:30

▼相之島町公会堂 11:40～11:50

■４月21日㈫

▼高甫地域公民館 9：00～ 9：15

▼大日向町公会堂 9：25～ 9:40

▼豊丘地域公民館 9：50～10:10

▼米子町公会堂  10：20～10:30

▼夏端町公会堂  10：40～10:50

▼亀倉町公会堂  11：00～11:10

▼仁礼浅間塚公会堂 11：20～11:30

▼仁礼コミュニティセンター・

　くつろぎ荘    11：40～11:50

■４月16日㈭

▼多目的（防災）広場（市役所西側）

　　　　　 　　　9：00～ 9:20

▼米持町公会堂 　9:30～ 9:45

▼井上町公会堂   9：55～10:05

▼幸高町公会堂  10：15～10:25

▼福島町公会堂  10：35～10:45

▼中島町公会堂  10：55～11:05

▼村山町公会堂  11：15～11:30

▼高梨神社境内  11：40～11:50

■４月17日㈮

▼望岳台公会堂　 9：00～ 9:10

▼小山町公会堂　 9：20～ 9:30

▼屋部町公会堂　 9：40～ 9:55

▼八幡町公会堂  10：05～10:20

▼境沢町公会堂  10：30～10:40

▼塩川町上部公園

　　　　　　　　10：50～11:05

▼田の神町公会堂

　　　　　　　  11：15～11:30

▼南小河原町公会堂

　　　　　　 　 11：40～11：50

■■■■■ 犬の登録と狂犬病予防集合注射の日時と会場 ■■■■■

■４月22日㈬

▼旧上高井郡役所 9：00～ 9:15

▼サマーランド駐車場

 　　　　　　　  9：25～ 9:45

▼相杜神社境内  10：00～10:10

▼中央公園（芝宮神社裏）

　　　　　　 　 10：20～10:30

▼穀町公会堂    10：40～10:50

▼村石町公会堂  11：00～11:10

▼明徳町公会堂  11：20～11:30

▼創造の家駐車場

　　　　　　　  11：40～11：55

■５月10日㈰

▼市役所前駐車場 �8：30～10:00

▼旭ヶ丘ふれあいプラザ

� 10：25～10:40

▼こもれびホール

　（旧峰の原高原集会所）

� 10：40～11:00

▼サマーランド駐車場

　� 10：55～11:15

▼仁礼コミュニティセンター・

　くつろぎ荘� 11：35～11:55

【集合注射での注意事項】
▼事故防止のため、飼い犬を制御できる方が会場に連れて来てください。万が一、会場でかみつきや
　逃亡による交通事故などが発生した場合は、飼い主の責任になります。
▼会場への行き帰りも含め、ふんや尿は飼い主がきちんと始末してください。
▼ハガキの裏面には、問診欄があります。あらかじめご記入の上、お越しください。問診票に一つで
　も「○」がない場合、注射は受けられません。

お
知
ら
せ

小
学
校
通
学
用「
標
準
か
ば
ん
」

導
入
は
２
０
２
１
年
春

問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

今
後
の
予
定

　

須
坂
市
教
育
委
員
会
で
は
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
販

売
価
格
１
万
円
程
度
の
小
学
校
通

学
用
「
標
準
か
ば
ん
」
の
導
入
を
検

討
し
、
昨
年
１
月
か
ら
２
月
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
保
護

者
か
ら
聴
き
取
り
な
ど
を
経
て
、

次
の
仕
様
に
改
め
ま
し
た
。

【
標
準
か
ば
ん
の
仕
様
】

色　
　
　

ブ
ラ
ウ
ン
に
統
一

形　

状　

ラ
ン
ド
セ
ル
型

材　

質　

上
ぶ
た
の
留
め
具
は
金

属
製
留
め
具

※
上
ぶ
た
の
材
質
を
検
討
中

機　

能　

▼
本
体
上
部
は
開
放
型

▼
名
札
は
上
ぶ
た
で
隠
れ
る
場
所

に
▼
上
ぶ
た
内
側
に
時
間
割
表
を

入
れ
る
ク
リ
ア
ケ
ー
ス
を
追
加

　　

こ
の
仕
様
の
試
作
品
で
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
「
標

準
か
ば
ん
」
を
導
入
し
た
場
合
、

「
使
わ
せ
た
い
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
使
わ
せ
た
い
」
と
の

お
答
え
が
半
数
を
超
え
た
た
め
、

２
０
２
１
年
春
に
「
標
準
か
ば
ん
」

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た（
左

円
グ
ラ
フ
参
照
）
。な
お
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
中
で
、
「
導
入
す
る
の
で

あ
れ
ば
強
制
に
し
て
欲
し
い
」
と

い
う
ご
意
見
を
複
数
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
県
内
の
先
進
自
治
体
の

導
入
状
況
も
参
考
に
し
て
、
強
制

は
し
な
い
考
え
で
す
。

４
月
下
旬
～
５
月　

市
内
の
保
育

園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
に

サ
ン
プ
ル
を
展
示

５
月
下
旬
～　

仮
予
約
受
け
付
け

９
月
上
旬
～　

本
注
文
受
け
付
け

２
月
～
３
月　

標
準
か
ば
ん
引
き

渡
し

使わせたい
25％

どちからと
いえば使わ
せたい

29％

どちらとも
言えない

30％

どちらとい
えば使わせ
たくない 
9％

使わせたくない
5％

その他
2％



2020年４月号 ・16・

轟
病
院

新
生
病
院

県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

　

須
高
地
域
医
療
福
祉
推
進
協

議
会
で
は
、
健
康
で
元
気
な
と

き
か
ら
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な

最
期
を
望
む
の
か
を
前
も
っ
て

考
え
、
家
族
と
繰
り
返
し
話
し

合
い
、
人
生
最
期
の
医
療
や
ケ

ア
な
ど
の
意
思
表
明
を
す
る「
リ

ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
」
の
普
及
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

須
高
地
域
医
療
福
祉
を
考
え

る
集
い
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
も
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

元
気
な
と
き
か
ら「
も
し
も
の
と
き
の
こ
と
」を
考
え
る

～
人
生
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
～

須
高
３
病
院
で
看
護
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
合
せ　

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
１
０
１
）

【
随
時
、看
護
師（
正
職
員
）・
看
護

 

補
助
者（
正
職
員
）を
募
集
し
て

 

い
ま
す
】

※
詳
し
く
は
、
轟
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
t
o
d
o

r
o
k
i
-
h
.
c
o
m

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

轟
病
院
看
護
部
長

五
十
嵐（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
０

１
２
６
）
（
代
表
）

２
０
１
９
年
度
ま
で
を
比
較
す

る
と
「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を

知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方

の
割
合
が
増
え
、
認
知
度
は
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
（
左
の
棒

グ
ラ
フ
参
照
）
。

　

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を
一
つ

の
き
っ
か
け
と
し
て
、「
人
生
会

議
」
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

◆
人
生
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
話
し
合
っ
て
お
け
ば
い

い
の
？

【
２
０
２
１
年
度
採
用
の
看
護
師

 

を
募
集
し
て
い
ま
す
】

　

試
験
は
、
第
１
次
募
集
は
５

月
、
第
２
次
募
集
は
６
月
、
第

３
次
募
集
は
８
月
、
第
４
次
募

集
は
10
月
に
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、新
生
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
e
w
l
i

f
e
.
o
r
.
j
p

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

新
生
病
院
看
護
部
長

酒
井
ま
た
は
人
財
部
人
事
課（
☎

０
２
６
‐
２
４
７
‐
２
０
３
３
）

（
代
表
）

【
２
０
２
１
年
度
採
用
の
看
護
師
・

 

助
産
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
】

第
１
回
試
験
日
・
試
験
地　

①
４
月
25
日
㈯
・
長
野
市　

②
５
月
９
日
㈯
・
松
本
市

募
集
人
員　

若
干
人

募
集
期
限　

４
月
３
日
㈮　

問
合
せ　

▼
県
立
信
州
医
療
セ

ン
タ
ー
看
護
部
長
佐
藤（
☎
０
２

６
‐
２
４
５
‐
１
６
５
０
）（
代
表
）

▼
地
方
独
立
行
政
法
人　

長
野

県
立
病
院
機
構　

本
部
事
務
局

人
事
課　

採
用
担
当
（
☎
０
１

２
０
‐
１
７
３
‐
３
１
４
）
（
採

用
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま

た
は
（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐

７
１
５
６
）
（
直
通
）

※
詳
し
く
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
-

n
a
g
a
n
o
-
h
o
s
p
.
j
p
/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
介
護
福
祉
士
・
看
護
補
助
者 

 

の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
】

　

詳
し
く
は
、
県
立
信
州
医
療

セ
ン
タ
ー
看
護
部
長
佐
藤
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

◎
最
期
の
と
き
を
ど
こ
で
過
ご

し
た
い
か　
　
　
　
　
　
　

◎
最
期
の
と
き
に
ど
の
よ
う
な

治
療
・
ケ
ア
を
望
む
か
、
ま
た

は
受
け
た
く
な
い
か

※
人
生
会
議
の
詳
細
は
、
厚
生

労
働
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

リビング・ウィルを知っている割合
「須高地域医療福祉を考える集い」
参加者のアンケート結果

知っている 書いてある 初めて知った

■2019年度
■2018年度
■2017年度　44.9

49.3

61.5

33.1

2.2
5.37.2

22.7

7.210

0

30

20

50

60

70

40

※
携
帯
カ
ー
ド
も
付
い
て
い
ま
す
。

（％）

◆
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ

ル
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
上
の
写
真
）は
、
須

高
地
域
の
医
療
機
関

や
薬
局
、
訪
問
看
護

事
業
所
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
左

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。



2020年４月号・17・

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
公

共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
４
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上

で
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
方

に
、
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
」
１
枚
（
運
賃
１
５
０
０
円

分
）
の
引
換
券
を
進
呈
し
ま
す
。

対　

象　

須
坂
市
内
に
居
住
す
る

65
歳
以
上
で
、
４
月
１
日
以
降
に

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方

　

須
坂
市
内
・
長
野
市
内
・
高
山

村
内
・
飯
綱
町
内
を
走
る
路
線
バ

ス
で
利
用
で
き
る
現
金
を
チ
ャ
ー

ジ
（
入
金
）
し
て
運
賃
の
支
払
い
が

で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

簡　

単　

バ
ス
の
乗
降
時
に
機
械

に
カ
ー
ド
を
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
、

運
賃
の
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

便　

利　

あ
ら
か
じ
め
チ
ャ
ー
ジ

し
て
使
う
の
で
、
小
銭
を
用
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

お　

得　

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
で
支
払

う
と
、
利
用
金
額
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
り
ま
す
。

引
換
券
交
付
場
所
・
方
法

　

須
坂
警
察
署
で
免
許
証
返
納
手

続
き
後
、
同
署
内
の
須
高
交
通
安

全
協
会
に
立
ち
寄
り
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書
（
返
納
し
た
際

に
発
行
さ
れ
ま
す
）
と
一
緒
に
提

出
し
引
換
券
を
受
け
取
り
ま
す
。

※
引
換
券
の
交
付
申
請
は
運
転
免

許
返
納
日
か
ら
３
カ
月
以
内
で
す
。

【バスから降りるとき】

　運転席横の運賃箱に

付いている読み取り機

にカードを軽くタッチ

してください（自動的に

運賃が精算されます）。

【注意】１枚のカードで精算できるのは一人分の
運賃のみです。詳細は「ＫＵＲＵＲＵ」ホームペ
ージ（http://www.ic-kururu.jp/）をご覧ください。

【バスに乗るとき】

　乗車口にある読み取り

機にカードを軽くタッチ

してください（整理券を

取る必要はありません）。

ポーン

ピコ

ピポーン

↑
乗車口

（入口）

↑
降車口
（出口）

■　　　　　 の利用方法

簡単・便利・お

得なカード♪

生
活
支
援

運
転
免
許
自
主
返
納
高
齢
者
に

バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「
Ｋ

く

Ｕ
Ｒ

る

Ｕ
Ｒ

る

Ｕ
」

引
換
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

問
合
せ　

市
民
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
と
は

引
換
場
所
・
方
法　

　

引
換
券
と
身
分
証
（
返
却
さ
れ

た
免
許
証
ま
た
は
保
険
証
）
を
持

参
し
て
、
須
坂
駅
２
階
長
電
バ
ス

窓
口
で
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
の
引
き
換
え
は
、
引
換
券
受
領

後
３
カ
月
以
内
で
す
。

　

市長の

いきいき
　　通信

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
通
称「
ま
ち
ゼ
ミ
」）

　

第
９
回
須
坂
「
ま
ち
ゼ
ミ
（
松
本
恵
世
話
人
代
表
）
」が
２
月
８
日

か
ら
24
日
ま
で
行
わ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
第
１

回
と
第
９
回
を
比
較
す
る
と
、
参
加
事
業
者
数
は
11
事
業
所
が
51

事
業
者
に
、
申
込
者
数
は
60
人
が
４
９
６
人
に
、
申
込
比
率
は
50
・

８
％
が
91
・
７
％
に
と
大
幅
に
伸
び
て
い
る
点
か
ら
も
評
価
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
ち
ゼ
ミ
は
、
市
内
事
業
者
が
講
師
と
な
り
、
住
民
で
あ
る
少

数
の
受
講
者
に
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
、
無
料
（
ゼ
ミ
に
よ
っ

て
は
材
料
費
を
負
担
）
で
教
え
る
講
座
で
す
。
結
果
と
し
て
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
い
わ
れ
る
現
代
で
す
が
、
こ
の

ま
ち
ゼ
ミ
は
、
事
業
者
と
住
民
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
受
講
者
は
、
専
門
的
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
、
生

活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
一
環
に
も
な
り
ま
す
。

　

事
業
者
は
顧
客
の
拡
大
を
期
待
で
き
ま
す
し
、
受
講
者
の
要
望

か
ら
消
費
者
の
動
向
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
事
業

者
が
講
師
を
務
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
自
己
研
さ
ん
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
同
士
が
、
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
営
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ち
ゼ
ミ
は
、
地
産
地
消
（
賞
、
商
）で
あ
り
、
専
門
的
な
技
能
は

文
化
的
な
要
素
も
あ
る
の
で
、
須
坂
市
ま
る
ご
と
博
物
館
に
も
通

じ
ま
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/



2020年４月号 ・18・

3

10

17

24

4

18

25

2

9

16

23

木 金 土

うつ病の方の家族教室

（P26）

狂犬病予防注射日(P15）

写真展「弥生尽 春愁」

(～21日)(P31)

３カ月児健康診査
（P27）
クラシック美術館
岡信孝記念展「壮麗
牡丹」(～６月９日)
（P24）

講

11

３歳児健康診査（P27）健

メモ

※祝日を除く

 1  2

イ

市外局番…（026）

竜ヶ池池開き式(☆）

税金などの納期限
※詳細は上段をご覧
ください。

30

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　子ども課（東庁舎１階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　学校教育課（東庁舎１階）

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月～金曜日※　9:00～17:00
ところ　政策推進課（本庁舎２階）
問合せ　政策推進課（要予約）

■日本政策金融公庫相談会☎245-0031
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所

■年金相談☎244-4100（代表）
と　き　月～金曜日※、11日㈯
ところ　長野北年金事務所（長野市）
問合せ　長野北年金事務所(要予約）

イ

イ

■結婚相談☎214-2994
と　き　５日㈰、19日㈰  
        9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　22日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター
        （本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　９日㈭、23日㈭ 13:00～16:00
ところ　須坂市生涯学習センター
　　　　（旧須坂市中央公民館）　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈬　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■司法書士無料相談☎245-0031

と　き　23日㈭　13:00～15:00

ところ　須坂商工会議所

■よろずなんでも相談☎245-0909

と　き　21日㈫　10:00～12:00

ところ  人権交流センター

問合せ　人権同和政策課(要予約）

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　15日㈬　13:30～
ところ　シルバー人材センター

１歳６カ月児健康診査

（P27）

狂犬病予防注射日(P15）

春の特別火災予防運動

(～21日)(P22）

ゴールデンウィーク

ＵＩターン移住相談会

(～３日)(P21）

市立図書館「春のお楽

しみ会」(P25)

イ

イ

イ

健

かみかみ離乳食講座

（P27）
講

イ

健

イ



2020年４月号・19・

４月

2020年
…休日緊急診療室

…各種相談

…各種健康診査など

…イベント情報など

…各種講座・教室

健

講

診

相

イ

5

12

19

26

 7

14

 1

8

15

22

日 月 火 水

20

13

 6

１歳児健康相談（P27）

２歳児健康相談（P27）

狂犬病予防注射日（P15）

27 28

21

29

 3  4  5

税金などの納期限

納期限･口座振替日
４月30日㈭

イ

診

診

相 

診

信州医療センター

信州医療センター

信州医療センター

春の特別火災予防運動

消防訓練(P22)

動物園「飼育の日イベ

ント」(P24）

信州医療センター

動物園「ワクワクふれあい

フェア」(～５月６日)(P24)

人形博物館「五月人形

菖蒲の節句」(～６月21

日)（P25)

信州医療センター

ゴミ０ワン隊in須坂

(P14)

仁礼コミュニティー

センター「土笛づくり

体験教室」(P31)

信州医療センター
クラシック美術館
春の虫干し会(～４日)

（P24）

診

診

診

子育て相談（P32）

須坂支援学校入学式

(☆）

イ

イ

小・中学校入学式(☆）

春の全国交通安全運

動(～15日)（P21)

イ

イ

イ

講

イ イ

固定資産税・都市計画税…１期

介護保険料（普通徴収）…１期

イ

イ

診信州医療センター 診 信州医療センター

健

健食育相談（P32）

もぐもぐ離乳食講座

（P27）

狂犬病予防注射日(P15）

相 

（☆）は『広報須坂』３月号をご覧ください。

イ

イ
狂犬病予防注射日（P15）イ

土地評価・家屋評価

等縦覧帳簿縦覧期間

（～30日）(☆）

イ



2020年４月号 ・20・

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
の
あ

て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

４
月
17
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

が
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
春
が
来
た
ん
だ
と
気

持
ち
も
ホ
カ
ホ
カ
。
で
も
、
例
年

よ
り
も
随
分
早
い
。
こ
れ
も
地
球

温
暖
化
の
影
響
か
と
複
雑
な
気
持

ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

 

（
田
村
さ
ん　

71
歳
）

●
今
冬
は
暖
冬
と
い
わ
れ
、
雪
が

少
な
く
気
温
が
高
か
っ
た
で
す
ね
。

暖
冬
以
外
に
も
地
球
温
暖
化
の
影

響
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
問
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

家
庭
菜
園

　

暖
か
さ
を
感
じ
日
に
、
畑
へ
行

っ
て
見
ま
し
た
。
す
る
と
雑
草
は

既
に
成
長
を
始
め
て
い
て
一
足
早

く
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
。
今
年
も
家
庭

菜
園
を
大
い
に
楽
し
み
ま
す
。

 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　

だ
ん
し
ゃ
く
さ
ん　

71
歳
）

●
家
庭
菜
園
は
、
自
分
で
育
て
た

野
菜
な
ど
の
日
々
成
長
を
感
じ
、

収
穫
し
て
食
べ
る
楽
し
み
が
あ
り

ま
す
ね
。
だ
ん
し
ゃ
く
さ
ん
は
何

を
育
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す

か
。

間
も
な
く
桜
が
開
花

　

一
週
間
に
何
度
か
竜
ヶ
池
の
周

り
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

桜
の
開
花
は
早
そ
う
で
す
。
今
池

に
水
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

（
井
田
さ
ん　

71
歳
）

●
散
歩
し
て
い
る
と
桜
の
状
況
が

分
か
り
ま
す
ね
。
こ
の
広
報
紙
が

発
行
し
た
と
き
は
、
既
に
開
花
し
、

満
開
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

冬
な
の
に
雪
が
少
な
く
暖
か
か

っ
た
お
か
げ
で
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
を
楽
し
め
ま
し
た
。

　

日
光
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
日

焼
け
を
し
ま
す
が
、
風
邪
を
ひ
き

ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ

付
け
な
い
ぞ
…
と
強
い
気
持
ち
で

い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

ひ
ま
わ
り
さ
ん　

73
歳
）

●
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
風
邪
を
ひ

か
ず
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
は
良

い
こ
と
で
す
ね
。
気
持
ち
も
大
切

で
す
ね
。
あ
と
、
紫
外
線
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
大
切
で
す
。

手
作
り
マ
ス
ク

　

マ
ス
ク
が
品
薄
な
の
で
手
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
手
芸
に
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
上
手
に
で
き
ま
し
た
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

ふ
き
み
そ
さ
ん　

31
歳
）

●
マ
ス
ク
は
ど
こ
の
お
店
に
行
っ

て
も
売
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。
ふ
き

み
そ
さ
ん
の
よ
う
に
手
作
り
し
た

マ
ス
ク
を
し
た
人
を
見
か
け
ま

す
。
買
う
ば
か
り
で
な
く
、
工
夫

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

▼
学
校
が
休
み
に
な
り
、
友
達
と

も
会
え
な
い
し
、
部
活
も
行
け
な

い
の
が
残
念
で
す
。

　
　
　
　

 

（
大
内
さ
ん　

13
歳
）

▼
３
月
２
日
か
ら
学
校
が
休
み
に

な
り
ま
し
た
。
両
親
も
共
働
き
の

た
め
、
子
ど
も
の
預
け
場
所
を
ど

う
し
よ
う
か
思
っ
て
い
た
ら
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
職
員
が
柔
軟
に
対
応

し
て
く
れ
て
と
て
も
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　

ひ
わ
ま
り
さ
ん
35
歳
）

●
こ
の
他
に
も
３
月
に
届
い
た
お

便
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
内
容
が
多
か
っ
た
で
す
。
ひ
ま

わ
り
さ
ん
の
よ
う
に
ほ
っ
こ
り
す

る
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も

早
い
終
息
を
望
み
ま
す
。

信
州
須
坂
の
台
所

　

『
広
報
須
坂
』
３
月
号
に
載
っ
て

い
た
「
粒
マ
ス
タ
ー
ド
の
ポ
テ
ト

サ
ラ
ダ
」
が
お
い
し
く
何
度
も
作

っ
て
い
ま
す
。
妹
に
も
あ
げ
た
ら

大
好
評
で
し
た
。

　

信
州
須
坂
の
台
所
の
料
理
は
、

ほ
と
ん
ど
作
っ
て
お
り
大
好
評
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

バ
ラ
の
花
さ
ん　

81
歳
）

●
信
州
須
坂
の
台
所
は
今
月
で
39

回
に
な
り
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
き
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
レ
シ
ピ
動
画
を
作
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

例
年
よ
り
早
い
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

　

わ
が
家
の
庭
で
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ー問題ー

ヒ
ン
ト
…
６
～
７
ペ
ー
ジ

２
０
２
０
年
度
当
初
予
算
総
額
は
？

２
７
５
〇
５
千
万
円

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　�

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

�

…
…
５
人

㈱
古
城
荘
提
供

～３月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

市

ズ

イ

ク

報

③
須
坂
市
動
物
園
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

　（
ペ
ア
）　

　
　
　
　
…
…
５
人

須
坂
市
動
物
園
提
供



広
告
欄

お 

知 

ら 

せ

2020年４月号・21・

市外局番…（026）

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

情報ファイル情報ファイル
須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月1日を除く)

月月月情報ファイル４４４

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
で
「
須
坂
」
が
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。　

政
策
推
進
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

期　

間　

４
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
春
の
特
別
火
災
予
防
運
動

　

火
災
の
原
因
は
、
人
の
不
注
意

に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期　

間　

４
月
17
日
㈮
～
21
日
㈫

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
２
０
０
）

【
消
防
訓
練
】

　

「
春
の
特
別
火
災
予
防
運
動
」
に

あ
わ
せ
て
、
消
防
本
部
と
消
防
団

▼
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
歩

行
者
な
ど
が
い
る
場
合
は
、
必
ず

停
止
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
も

車
も
し
っ
か
り
と
安
全
確
認
し
、

「
思
い
や
り
運
転
」に
務
め
ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
を
歩
行
中
や
横
断
中
の
事

故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

夜
間
は
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
で
助
か
る
命
が
あ

り
ま
す
。
全
て
の
座
席
で
正
し
く

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
も
車
両
の
仲
間
で
す
。

信
号
や
一
時
停
止
な
ど
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
運
転
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
「
自
転
車
損
害

賠
償
保
険
な
ど
」
に
未
加
入
の
方

は
、
自
転
車
加
害
事
故
に
対
応
す

る
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

●
臥
竜
公
園
駐
車
場
協
力
金
の

　
お
願
い

　

「
さ
く
ら
ま
つ
り
２
０
２
０
」は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
臥
竜
公

の
合
同
に
よ
る
消
防
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

と　

き　

４
月
19
日
㈰
午
前
９
時

～
10
時

と
こ
ろ　

仁
礼
町
宇
原
川
右
岸（
災

害
復
旧
記
念
碑
周
辺
）

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
た
め
、イ
ベ
ン
ト
や

催
し
、
講
座
な
ど
が
延
期
ま
た
は

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
催
に
関
し
て
は
主
催

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

園
内
の
桜
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
車
な
ど
に
よ
る
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、臥
竜
公
園
駐
車
場

に
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

自
動
車
で
お
越
し
い
た
だ
く
皆
さ

ん
に
は
誘
導
員
配
置
経
費
の
一
部

を
駐
車
場
協
力
金
と
し
て
ご
負
担

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
駐
車
場
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
接
続

で
き
ま
す
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間　

桜
の
開
花
宣
言
の
翌
日

～
散
り
終
わ
り
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分

料　

金　

▼
普
通
車
…
５
０
０
円

▼
バ
ス
な
ど
…
２
０
０
０
円

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
万
全
の
対
策
を

お
取
り
い
た
だ
い
た
上
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

　

須
坂
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
を
し

た
い
と
い
う
方
に
向
け
た
移
住
相

談
会
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
帰
省
中
に
市
役
所
で
移
住
相

談
が
で
き
ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
し
て
い
て
も
、

ど
ん
な
求
人
企
業
が
あ
る
の
か
自

分
に
合
う
仕
事
を
ど
う
や
っ
て
選

ん
だ
ら
い
い
か
迷
っ
て
い
る
方
も

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
移
住
希
望
者
も
大
歓

迎
で
す
。

と　

き　

５
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

政
策
推
進
課

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

●
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

●
長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
の
成
績

　

須
坂
市
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
プ
ロ
チ
ー
ム
「
長
野

☆
ガ
ロ
ン
ズ
」
は
、Ｖ
リ
ー
グ
デ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
Ⅱ
２
０
１
９
／
20
に
参

戦
し
、
リ
ー
グ
12
位
（
12
チ
ー
ム

中
）
で
し
た
。
ご
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

㈱
信
州
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン(
☎
４
０
５
‐
６
５
６
９)
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◎
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ
う
じ
（
76
・
５
Ｆ
Ｍ
）
の
番
組
に
市
民
の
方
が
出
演
し
「
お
座
敷
遊
び
投

と
う
せ
ん
き
ょ
う

扇
興
大
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。　

放
送
日
時　

４
月
17
日
㈮
午
後
４
時
15
分
頃
～
（
約
15
分
）

 

●
ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
国
大
会
な

　
ど
の
出
場
者
に
激
励
金

対　

象　

▼
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
▼
市
内
の
事
業
所
・
学
校
お
よ
び

ク
ラ
ブ
単
位
で
構
成
さ
れ
る
団
体

※
国
際
大
会
の
場
合
は
、
出
場
者

の
実
家
が
市
内
に
あ
り
、
在
住
履

歴
の
あ
る
方

交
付
額　

【
国
内
】　

▼
個
人
…
３
千
円
▼
団

体
…
上
限
５
万
円

【
国
際
】　

▼
個
人
…
１
万
円
▼
団

体
…
上
限
10
万
円

※
年
度
内
に
お
い
て
、
１
人
（
１

団
体
）
１
回
に
限
り
ま
す
。

申
請
方
法　

大
会
出
場
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

●
農
作
業
の
事
故
と
農
薬
散
布
、

　
爆
音
機
使
用
の
お
願
い

【
農
作
業
中
の
事
故
】

　

毎
年
、
全
国
で
約
３
０
０
件
も

の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
事
故
の
多
く
は
、
農
作

業
機
械
使
用
時
の
安
全
確
認
の
不

足
や
操
作
誤
り
が
原
因
で
す
。

　

互
い
に
声
を
か
け
あ
い
、
農
作

業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
農
薬
の
散
布
】

　

農
薬
の
散
布
は
病
害
虫
防
除
の

た
め
に
重
要
な
作
業
で
す
が
、
宅

地
に
隣
接
し
て
い
る
畑
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
周
辺
の
皆
さ
ん
へ
連
絡

す
る
こ
と
や
、
通
勤
・
通
学
中
の

時
間
帯
を
避
け
る
、
歩
行
者
や
通

過
車
両
へ
の
飛
散
に
配
慮
す
る
な

ど
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
薬
の
使
用
や
安
全
性

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
薬
剤
の
調
合
や
散
布
器
具
の

洗
浄
時
は
廃
液
な
ど
が
河
川
な
ど

に
流
入
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
払
い
、
農
薬
の
適
正
な
使
用
・

管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

【
鳥
獣
害
防
止
用
「
爆
音
機
」
使
用 

 

時
の
お
願
い
】

　

ス
ズ
メ
・
カ
ラ
ス
・
シ
カ
な
ど

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防

止
の
た
め
、
設
置
さ
れ
る
爆
音
機

の
爆
発
音
に
関
し
て
、
例
年
、
周

辺
住
民
か
ら
多
く
の
苦
情
が
寄
せ

●
結
婚
に
伴
う
住
居
費
・
引
越

　
費
を
補
助
し
ま
す

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
世
帯

▼
２
０
２
０
年
１
月
１
日
～
２
０

２
１
年
３
月
15
日
ま
で
に
入
籍
▼

婚
姻
日
の
夫
婦
の
年
齢
が
34
歳
以

下
▼
夫
婦
の
合
計
所
得
が
３
４
０

万
円
未
満（
奨
学
金
を
返
済
し
て
い

る
場
合
は
、
年
間
返
済
額
を
所
得

か
ら
差
し
引
き
ま
す
。申
請
時
に
無

職
の
方
は
所
得
な
し
で
算
出
）
▼
夫

婦
と
も
に
須
坂
市
に
住
所
が
あ
る

▼
対
象
の
住
居
が
須
坂
市
に
あ
る

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
費
用　

①
新
居
の
購
入
費
②

新
居
の
家
賃
（
敷
金
や
礼
金
、
共

益
費
も
含
む
）
③
引
越
業
者
や
運

送
業
者
に
支
払
っ
た
引
越
費
用

※
費
用
の
対
象
期
間
は
、
２
０
２

０
年
１
月
１
日
～
２
０
２
１
年
３

月
15
日

補
助
額　

①
～
③
の
合
算
額
（
上

限
30
万
円
）

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

●
道
路
に
は
み
出
し
た
枝
は

　
切
っ
て
く
だ
さ
い

　

道
路
や
歩
道
に
、
住
宅
の
樹
木

や
垣
根
、
リ
ン
ゴ
や
モ
モ
な
ど
の

果
樹
の
枝
が
は
み
出
す
と
、
自
動

車
や
歩
行
者
な
ど
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
は
み
出
し

た
枝
が
原
因
で
見
通
し
が
悪
く
な

っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路

標
識
が
見
え
に
く
く
な
る
こ
と
も

あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　

道
路
や
歩
道
に
は
み
出
し
た
枝

は
、
せ
ん
定
や
刈
り
込
み
を
す
る

な
ど
、
み
ん
な
が
安
全
・
安
心
に

通
行
し
や
す
い
道
路
環
境
づ
く
り

●
買
い
物
に
使
え
る
「
マ
イ
ナ

　
ポ
イ
ン
ト
」
を
も
ら
お
う
!

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
旧
称

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ⅾ
）
予
約
ペ
ー
ジ
に

ロ
グ
イ
ン

※
パ
ソ
コ
ン
は
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
が
必
要
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
は
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

対
応
機
種
に
限
り
ま
す
。

②
利
用
す
る
民
間
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
１
つ
選
択
。

③
選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
サ
ー
ビ
ス
に
チ
ャ
ー
ジ
。

④
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
25
％
（
最
大

２
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
で
５
千
円
）

が
国
か
ら
付
与
。

※
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
も
予
約

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

予
約
期
間　

７
月
～
８
月
末（
予
定
）

※
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
期
間
は
９
月

～
２
０
２
１
年
３
月
末
（
予
定
）

※
予
約
方
法
な
ど
の
詳
細
は
「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
で
検
索
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
は
申
請
か
ら
約
１
カ
月

か
か
り
ま
す
。早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

対　

象　

在
宅
で
▼
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
▼

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

枚　

数　

上
限
50
枚

※
申
請
月
に
よ
り
、
枚
数
が
変
わ

り
ま
す
。

申
請
方
法　

対
象
者
で
あ
る
こ
と

を
証
明
で
き
る
も
の
（
介
護
保
険

証
・
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
）
と

は
ん
こ
を
持
っ
て
、
生
活
環
境
課

（
窓
口
７
番
・
本
庁
舎
１
階
）で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

●
要
介
護
者
な
ど
で
紙
お
む
つ

　
を
使
用
し
て
い
る
方
へ
可
燃

　
ご
み
指
定
袋
を
交
付
し
ま
す

ら
れ
て
い
ま
す
。
防
鳥
ネ
ッ
ト
な

ど
爆
音
機
以
外
の
対
策
を
す
る
か
、

使
用
す
る
時
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
居
か
ら
直
線
距
離
２
０
０
ｍ

以
内
の
位
置
で
使
用
し
な
い
。

▼
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
間
は

使
用
し
な
い
。

▼
近
隣
に
住
宅
が
あ
る
場
合
に
は
朝

早
い
時
間
帯
の
使
用
を
自
粛
す
る
。

▼
筒
先
を
住
宅
地
に
向
け
な
い
。

▼
で
き
る
限
り
、
爆
音
機
の
間
隔

を
あ
け
て
設
定
す
る
。

▼
音
量
調
整
に
配
慮
す
る
。

▼
最
小
限
必
要
と
す
る
期
間
に
使

用
す
る
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）
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◎
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

広
告
欄

募
　
　
　

集

●
改
修
工
事
に
伴
う
文
化
・
体 

　
育
施
設
の
休
館
予
定

　

施
設
を
大
事
に
長
く
使
う
た
め
、

耐
震
化
・
長
寿
命
化
工
事
を
行
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
次
の
と
お

り
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
施
設
の

入
館
・
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
【
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
】

期　

間　

６
月
～
２
０
２
１
年
１
月

②
【
笠
鉾
会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル
】

期　

間　

11
月
～
２
０
２
１
年
６
月

③
【
文
化
会
館
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
】

期　

間　

２
０
２
１
年
１
月
～
２

０
２
２
年
１
月

④
【
柔
道
場
・
剣
道
場
】

期　

間　

２
０
２
１
年
２
月
～
11
月

問
合
せ　

②
③
…
▼
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
文
化
振
興
係
（
☎
２
４
８
‐
９

０
２
７
）①
④
…
▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
☎
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

　

ク
マ
の
行
動
が
活
発
に
な
っ
て

●
ク
マ
注
意
情
報

●
市
税
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
取
り

　
扱
い
業
者
の
変
更

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
市
税
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
収
納
取
り
扱
い
事
業
者
が

「
㈱
エ
フ
レ
ジ
」に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

す
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

４
月
以
降
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

●
大
規
模
盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ

　

須
坂
市
で
は
、
市
内
に
お
け
る

大
規
模
盛
り
土
造
成
地
の
位
置
・

規
模
お
よ
び
種
類
を
大
規
模
盛
土

造
成
地
マ
ッ
プ
と
し
て
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
確
定
申

告
の
申
告
期
限
が
延
長
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
個
人
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
期
限
を
４
月
16
日
㈭
ま

●
個
人
市
民
税
・
県
民
税
申
告

　
期
限
延
長

で
延
長
し
て
い
ま
す
。
個
人
市
民

税
・
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し

て
い
な
い
方
は
、
延
長
期
限
の
４

月
16
日
㈭
ま
で
に
、
税
務
課
（
窓

口
３
番
・
本
庁
舎
１
階
）
ま
た
は

郵
送
に
て
提
出
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
関
し

て
は
、
長
野
税
務
署
へ
提
出
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

●
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用 

　
労
働
法

　

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
よ
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
が
、
４
月
１
日
（
中
小
企
業
は
２

０
２
１
年
４
月
１
日
）
に
施
行
さ

れ
ま
す
。
同
じ
企
業
で
働
く
正
社

員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有

期
雇
用
労
働
者
間
で
、
あ
ら
ゆ
る

待
遇
に
関
し
て
、
不
合
理
な
差
を

設
け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
（
☎
２
２
７
‐
０
１
２
５
）

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
小
型
有
害

獣
用
捕
獲
お
り
は
、
自
分
の
農
地

や
自
宅
へ
設
置
す
る
場
合
に
限
り
、

狩
猟
免
許
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
捕
獲
許
可
と

お
り
貸
し
出
し
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
（
お
り
の
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
）
。

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

●
小
型
有
害
獣
用
捕
獲
お
り
の

　
無
料
貸
し
出
し

い
ま
す
。
ク
マ
に
出
合
わ
な
い
こ

と
が
一
番
の
対
策
で
す
。
森
林
内

に
入
る
場
合
は
、
単
独
行
動
せ
ず
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
物
音
を
立
て

な
が
ら
、
複
数
で
声
を
掛
け
合
い

行
動
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
朝
夕

の
薄
暗
い
時
間
帯
や
見
通
し
の
悪

い
箇
所
で
は
、
不
意
の
遭
遇
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
林
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

●
長
野
県
民
交
通
災
害
共
済

　

長
野
県
民
交
通
災
害
共
済
に
加

入
し
て
い
た
方
で
３
月
末
ま
で
の

継
続
申
し
込
み
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
方
は
、
４
月
以
降
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
ま
た
、
新
規
加
入
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

加
入
対
象　

▼
市
内
在
住
者
▼
市

内
在
住
者
の
被
扶
養
者
で
、
学
生

な
ど
就
学
の
た
め
市
外
に
居
住
し

て
い
る
方

会
員
期
間　

会
費
納
入
日
の
翌
日

～
２
０
２
１
年
３
月
31
日

会　

費　

１
人
４
０
０
円

加
入
方
法　

申
込
書
に
会
費
を
添

え
て
市
民
課
（
窓
口
１
‐
①
番
・

本
庁
舎
１
階
）
に
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）



2020年４月号 ・24・

広
告
欄

市外局番…（026）

◎
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

●
長
野
地
区
障
が
い
者
ス
ポ
ー

　
ツ
大
会

と　

き　

５
月
30
日
㈯
午
前
８
時

30
分
～
受
付

と
こ
ろ　

▼
長
野
運
動
公
園
総
合

運
動
場
（
長
野
市
）
▼
犀
川
第
二
マ

行

事
・

催

し

●
市
民
農
園
利
用
者
募
集

　

野
菜
や
花
の
栽
培
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

申
込
資
格　

市
内
在
住
の
方

農
園
の
場
所　

▼
米
子
町
▼
本
郷

町
▼
小
河
原
町
▼
田
の
神
町
な
ど

利
用
料　

年
間
３
５
０
０
円
程
度

申
込
・
問
合
せ　

Ｊ
Ａ
な
が
の
須

高
営
農
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
１
５
３
）

●
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

須
坂
市
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
農
家
の
繁
忙
期
に
農
作

業
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

●
記
念
展
と
春
の
大
虫
干
し
会

と
こ
ろ　

須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

入
館
料　

３
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

【
岡
信
孝
記
念
展
「
壮
麗
牡ぼ

た
ん丹

」
】

　

岡
信
孝
画
伯
の
「
赤
布
牡
丹
」や

「
寒
牡
丹
」な
ど
の
代
表
作
を
牡
丹

の
咲
く
時
期
に
合
わ
せ
て
展
示
し

ま
す
。

期　

間　

４
月
10
日
㈮
～
６
月
９

日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
水
曜
日
休
館

【
春
の
大
虫
干
し
会
】　

　

袷
あ
わ
せ

着
物
・
単ひ

と

え衣
着
物
約
50
点
を

虫
干
し
し
ま
す
。

と　

き　

▼
５
月
３
日
㈰
▼
４
日

㈪
各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
着
物
で
ご
来
館
の
方
は
入
館
料

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

（
☎
２
４
６
‐
６
４
７
４
）

●
動
物
園
イ
ベ
ン
ト

【
飼
育
（
４し

い

く

１
９
）
の
日
イ
ベ
ン
ト
】

　

飼
育
員
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
飼

育
員
に
よ
る
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
19
日
㈰

【
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
だ
よ
！ 

 
ワ
ク
ワ
ク
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
】

と　

き　

４
月
29
日
㈬
～
５
月
６

日
㈬

内　

容　

▼
ヒ
ツ
ジ
の
毛
刈
り
▼

　

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
く

学
び
な
が
ら
、
企
画
・
運
営
力
や

行
動
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
な
ど
を
高
め
ま
す
。
須
坂
リ
ー

ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（『
広
報
須
坂
』
３

月
号
17
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
た
ち
と
、
一
緒
に

活
動
し
ま
す
。

研
修
日
程
・
内
容

▼
５
月
31
日
㈰
…
み
ん
な
で
仲
良

し
大
作
戦（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

▼
６
月
13
日
㈯
…
リ
ー
ダ
ー
ク
ッ

キ
ン
グ
（
野
外
炊
飯
）

▼
８
月
23
日
㈰
…
子
ど
も
手
話
教

室
（
福
祉
体
験
）

▼
10
月
11
日
㈰
…
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ

ン
ゴ
（
市
街
地
探
検
）

▼
11
月
28
日
㈯
…
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
発
表
会
（
計
画
と
発
表
）

各
日
と
も
午
前
９
時
～
正
午

※
内
容
に
よ
り
、
時
間
が
異
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対　

象　

小
学
４
～
６
年
生

申
込
期
限　

５
月
11
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

●
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
養
成

　
研
修
会
参
加
者
募
集

し
て
い
ま
す
。

作
業
内
容　

▼
リ
ン
ゴ
…
摘
果
、

葉
摘
み
、
収
穫
な
ど
▼
ブ
ド
ウ
…

房
切
り
、
摘
粒
な
ど
▼
そ
の
他
の

果
樹
、野
菜
の
栽
培
に
関
す
る
作
業

※
リ
ン
ゴ
と
ブ
ド
ウ
の
作
業
は
、

初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
習
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

報
酬
単
価　

県
最
低
賃
金
（
時
給

８
４
８
円
）
以
上

※
求
人
者
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
両
者

で
決
定

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
市
農
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
農
林
課
内
）

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
（
長
野
市
）

参
加
費　

無
料

対　

象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
２

０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年

齢
が
12
歳
以
上
で
▼
障
害
者
手
帳

所
持
者
▼
市
内
の
障
が
い
者
支
援

施
設
・
学
校
に
在
籍
す
る
障
が
い

者
（
児
）

※
参
加
種
目
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
17
日
㈮　

申
込
・
問
合
せ　

福
祉
課　

(

☎
２
４
８
‐
９
０
０
３)

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

が
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
花
壇
整
備
や
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
事
業
、
高
等
学
校
と

の
協
働
作
業
、
平
和
の
花
カ

ン
ナ
の
植
栽
事
業
な
ど
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
評

価
さ
れ
、
こ
の
度
、
須
坂
市

が
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
。



段
飾
り
に
武
者
人
形
２
５
０
体
を

展
示
し
ま
す
。
子
供
大
将
や
金
太

郎
、
鍾し

ょ
う
き馗

な
ど
雄
々
し
い
五
月
人

形
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

４
月
29
日
㈬
～
６
月
21

日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
５
月
13
日
㈬
以
降
水
曜
日
休
館

と
こ
ろ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

入
館
料　

５
０
０
円

問
合
せ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

2020年４月号・25・

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

講

座
・

教

室

●
ワ
イ
ン
フ
ェ
ア
須
坂
２
０
２
０

　

長
野
県
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
参

加
し
、
約
20
社
の
ワ
イ
ン
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
各
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ブ
ー
ス
で
チ
ケ
ッ
ト
と
ワ
イ
ン

を
交
換
し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

須
坂
の
お
い
し
い
お
つ
ま
み
フ

ー
ド
ブ
ー
ス
や
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の

販
売
ほ
か
、
ジ
ャ
ズ
や
ゴ
ス
ペ
ル

な
ど
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

と　

き　

４
月
25
日
㈯

▼
第
１
部
…
午
後
０
時
30
分
～
２

時
30
分
（
受
付
正
午
～
）

▼
第
２
部
…
午
後
３
時
30
分
～
５

時
30
分
（
受
付
午
後
３
時
～
）

定　

員　

各
部
２
０
０
人

と
こ
ろ　

須
坂
市
シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル

（
須
坂
駅
前
シ
ル
キ
ー
ビ
ル
３
階
）

チ
ケ
ッ
ト　

３
５
０
０
円

※
ワ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト
２
０
０
０
円

分
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス

（
グ
ラ
ス
ホ
ル
ダ
ー
付
き
）

【
ワ
イ
ン
フ
ェ
ア
ト
レ
イ
ン
（
須
坂

 

駅
発
信
州
中
野
駅
往
復
）
】

運
行
時
間　

午
後
２
時
10
分
～
３

時
20
分

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

１
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

▼
楠
わ
い

な
り
ー
▼
須
坂
市
観
光
協
会
▼
蔵

の
ま
ち
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
i
n
e
f
a
i
r
.

s
u
z
a
k
a
.
j
p
/
f
o
r
m
.
p
h
p

）
か
ら

も
購
入
で
き
ま
す
。

後　

援　

須
坂
市
ほ
か

問
合
せ　

ワ
イ
ン
フ
ェ
ア
須
坂
実

行
委
員
会
事
務
局
（
楠
わ
い
な
り

ー
内
）（
☎
２
１
４
‐
８
５
６
８
）

●
春
の
お
楽
し
み
会

と　

き　

５
月
２
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～

と
こ
ろ　

市
立
須
坂
図
書
館（
１
階
）

内　

容　

▼
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
▼
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

な
ど

出　

演　

キ
ラ
キ
ラ
ぱ
～
く

参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

問
合
せ　

市
立
須
坂
図
書
館

（
☎
２
４
５
‐
０
７
８
４
）

●
五
月
人
形
　
菖

し
ょ
う
ぶ蒲

の
節
句

　

日
本
最
大
級
!
高
さ
６
ｍ
の
15

カ
ピ
バ
ラ
と
の
ふ
れ
あ
い
▼
ポ
ニ

ー
の
乗
馬
▼
動
物
ガ
イ
ド　

な
ど

※
５
月
５
日
㈫
の
こ
ど
も
の
日
は
、

小
・
中
学
生
の
入
園
料
が
無
料
で
す
。

【
代
表
動
物
が
決
ま
り
ま
し
た
】

　

「
須
坂
市
動
物
園
代
表
動
物
選

挙
２
０
２
０
～
私
は
コ
レ
で
金
メ

ダ
ル
～
」
を
行
い
、
有
効
投
票
数

２
０
５
７
票
中
、
３
０
０
票
を
獲

得
し
た
ア
カ
カ
ン
ガ
ル
ー
の
「
リ

ュ
ウ
」
が
今
年
度
の
「
顔
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。
投
票
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

●
お
達
者
ク
ラ
ブ〈
全
12
回
〉

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
に

取
り
組
み
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト

レ
体
操
な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

開
催
日
時　

５
月
８
日
㈮
～
９
月

の
第
２
・
４
金
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時
（
初
回
の
み
午
後
１
時

15
分
～
３
時
）

と
こ
ろ　

須
坂
温
泉
古
城
荘

内　

容　

▼
腰
痛
・
膝
痛
予
防
体

操
▼
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
体
操

▼
音
楽
療
法
▼
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

１
回
３
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
加
入
者

※
２
０
１
９
年
10
月
～
２
０
２
０

年
３
月
の
お
達
者
元
気
塾
に
参
加

し
た
方
は
除
く

定　

員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
込
方
法　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
（
本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
10
日

㈮※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
定
員
に
達
し
次
第
申
し
込
み
終

了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

広
告
欄

▲武者人形15段飾り
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◎
２
０
１
９
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
優
秀
作
品 

…
… 

差
別
な
い　

世
界
を
つ
く
る　

私
達　

仁
礼
小
６
年　

宮
澤
歩
羽

市外局番…（026）

●
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

こ
の
他
に
も
令
和
元
年
東
日
本

台
風
に
関
連
す
る
情
報
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
い
た
だ
く
か
、

担
当
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風

関
連
情
報

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
ペ
ダ
ル
運
動
器
具
▼
将
棋
盤
と

駒
▼
学
習
机
▼
本
棚
▼
２
段
棚
▼

座
卓
▼
餅
つ
き
用
大
ざ
る
▼
蒸せ

い

ろ籠

▼
物
置
▼
鳥
籠か

ご

▼
五
月
人
形
▼
電

動
芝
刈
り
機

【《
差
し
上
げ
ま
す
》 

の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

４
月
13
日
㈪

交
渉
順
位
抽
選　

４
月
16
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品

は
、
情
報
提
供
者
の
事
情
に
よ
り

取
り
消
し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
登
録
後
に
物
品
を
他
の
人
に
譲

る
場
合
は
、
譲
る
前
に
市
民
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
と
は

　

ま
だ
使
え
る
の
に
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
日
用
品
を
譲
り
合
う
こ
と

で
、
暮
ら
し
の
ム
ダ
を
見
直
す
と

と
も
に
、
省
資
源
と
ご
み
の
減
量

化
を
目
的
と
し
た
不
用
品
登
録
制

度
で
す
。

▼
品
物
の
譲
り
渡
し
交
渉
は
当
事

善

意

の

窓

口

《
寄
附
》　

▼
児
童
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
（
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

４
３
０
枚
・
登
校
班
長
旗
１
５
０

本
）
…
須
高
交
通
安
全
協
会
様
▼

臥
竜
公
園
の
桜
の
充
実
の
た
め（
ソ

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
９
日
㈭

抽
選
日
時　

４
月
14
日
㈫
午
前
９
時

物　

件　

▼
屋
部
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）
…
１
戸

▼
豊
丘
（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）
…
９
戸

▼
西
原
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）
…
１
戸

※
B
…
浴
槽
な
し
・
Y
…
浴
槽
あ
り

申
込
・
問
合
せ　

長
野
県
住
宅
供

給
公
社
須
坂
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
１
４
‐
５
６
２
０
）

者
同
士
が
行
い
ま
す
。

▼
品
物
は
ご
家
庭
で
、
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
（
登
録
期
間
は
最
長

６
か
月
）
。

▼
受
け
付
け
の
締
め
切
り
は
、
毎

月
８
日
前
後
で
す
。

▼
希
望
者
が
複
数
い
た
場
合
、
交

渉
順
位
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

●
市
営
住
宅
な
ど
の
連
帯
保
証

　
人
に
保
証
極
度
額
を
設
定

　

４
月
１
日
の
民
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
市
営
住
宅
な
ど
の
入
居

手
続
き
の
際
に
お
願
い
し
て
い
る

連
帯
保
証
人
が
保
証
す
る
上
限
額 

（
極
度
額
）を
入
居
時
の
家
賃
月
額

の
20
カ
月
分
と
し
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

●
義
援
金

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
を
支

援
す
る
た
め
に
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
被
災
さ
れ
た
市
民

の
皆
さ
ま
へ
お
届
け
し
ま
す
。 

受
付
方
法　

左
記
の
口
座
へ
お
振

り
込
み
い
た
だ
く
か
、
高
齢
者
福

祉
課
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

口
座
情
報　

八
十
二
銀
行　

須
坂
市
役
所
出
張

所　

（
普
）
１
３
２
５
５
８

口
座
名
義　

須
坂
市
台
風
災
害
義

援
金　

※
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

接
続
で
き
ま
す
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

メ
イ
ヨ
シ
ノ
１
本
）
…
株
式
会
社

伊
藤
園
様
▼
教
育
長
室
の
環
境
改

善
の
た
め
（
木
製
飾
り
棚
１
台
）
…

保
坂
幸
一
様

と
き
・
内
容　

▼
５
月
12
日
㈫
…
絵
本
の
話

▼
５
月
18
日
㈪
…
ヨ
ガ
と
子
育
て

の
話

▼
５
月
26
日
㈫
…
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど

▼
６
月
４
日
㈭
…
子
ど
も
の
食
事

▼
６
月
９
日
㈫
…
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど

各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

福
祉
会
館

参
加
費　

３
０
０
円
（
試
食
代
）

対　

象　

子
育
て
中
の
方

定　

員　

25
人

●
す
く
す
く
育
児
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　〈
全
５
回
〉

●
わ
ら
べ
う
た
遊
び
と
絵
本
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　〈
全
４
回
〉

　

親
子
で
参
加
し
て
、
わ
ら
べ
う

た
や
手
遊
び
を
覚
え
ま
す
。
幼
年

向
け
の
絵
本
も
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

▼
５
月
21
日
㈭
▼
28
日

㈭
▼
６
月
４
日
㈭
▼
11
日
㈭

各
回
と
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時

40
分

と
こ
ろ　

市
立
須
坂
図
書
館
西
館

（
２
階
）

講　

師　

佐
藤
月
子
さ
ん
（
読
書

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対　

象　

０
～
３
歳
児
く
ら
い
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者

定　

員　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

申
込
期
間 

４
月
22
日
㈬
～
５
月

15
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

市
立
須
坂
図
書
館

（
☎
２
４
５
‐
０
７
８
４
）

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な
ら
で
は

の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

病
気
や
本
人
と
の
関
わ
り
方
を

家
族
同
士
で
話
を
し
な
が
ら
、
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

４
月
16
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
１
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
６
５
８
８
）
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広
告
欄

４月５日㈰ 大丸薬局

４月12日㈰ 高梨土屋薬局

４月19日㈰ 立町中央薬局

４月26日㈰ パセリ薬局

４月29日㈷ まつの木薬局

５月３日㈷ モリキ小布施薬局

５月４日㈷ 山下薬局

５月５日㈷ モリキ須坂墨坂薬局

日曜日・祝日の当番薬局

※蔵の町薬局は29日㈷・５月４日㈷

～５日㈷を除き、営業します。

※薬局 マツモトキヨシ芝宮前店は

19日㈰を除き、営業します。

休日緊急診療室（小児科・内科）

※休日緊急診療室は、須高医師会、

信州医療センター、須高行政事務

組合が共同で運営しています。

と　き　日曜日・29日㈷・

　　　　５月３日㈷～５日㈷

9:00 ～12:00、13:00 ～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

４月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの 
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

※持ち物は各戸に配布している「健康カレンダー」をご覧いただくか健康づ
くり課までお問い合わせください。 

令和元年８月１日～８月15日生
令和元年８月16日～８月31日生

13:00～13:15
14:15～14:30

13:00～13:15
14:15～14:30

令和元年７月１日～７月15日生
令和元年７月16日～７月31日生か み か み

離乳食講座
５/14（木）

９（木）

３ カ 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13:00～13:20
13:20～13:40

令和２年１月１日～１月15日生
令和２年１月16日～１月31日生

10（金）
13:00～13:20
13:20～13:40

令和元年12月１日～12月15日生
令和元年12月16日～12月31日生

５/15（金）

３　歳　児
健 康 診 査

13:00～13:20
13:20～13:40

平成29年３月24日～３月31日生
平成29年４月１日～４月19日生

24(金）

も ぐ も ぐ
離乳食講座

13:00～13:15
14:15～14:30

令和元年10月１日～10月15日生
令和元年10月16日～10月31日生

１　歳　児
健 康 相 談

14(火）
13:00～13:20
13:20～13:40

平成31年３月11日～３月28日生
平成31年３月29日～４月14日生

13:00～13:20
13:20～13:40

13:00～13:20
13:20～13:40

平成30年10月３日～10月19日生
平成30年10月20日～11月５日生

平成30年３月17日～４月８日生
平成30年４月９日～４月18日生

２　歳　児
健 康 相 談

13:00～13:20
13:20～13:40

平成31年４月15日～４月30日生
令和元年５月１日～５月11日生

1歳6カ月児
健 康 診 査

13:00～13:20
13:20～13:40

【個別予防接種】

【乳幼児健康診査・相談・講座】

四種混合１期初回 生後３カ月～90カ月（７歳半）の前日まで

生後２カ月～60カ月（５歳）の前日まで

生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５カ月～８カ月の前日）

令和２年１月生

令和元年11月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成31年４月生

対象年齢

生後12カ月～24カ月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12カ月～36カ月（３歳）の前日まで

平成29年４月生

平成23年４月生

平成21年４月生

生後６カ月～90カ月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２カ月～９カ月の前日）令和２年２月生

５/12(火）

17（金）

20（月）

（会場：各医療機関）

（会場：保健センター）

平成30年９月14日～９月21日生
平成30年９月22日～10月２日生

５/22(金）

21(火）

各種健康相談

【保健センター健康相談】

電　話　☎248‐9023

と　き　月～金曜日※9:00～16:00

ところ　保健センター　

【悩み無料ダイヤル】

電　話　☎0800‐800‐7223

と　き　月～金曜日※8:30～17:15

【妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」】

電　話　☎213‐6400

と　き　月～金曜日※8:30～17:15

※祝日を除く

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

2020年４月号・27・

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

毎
日
か
わ
そ
う　

家
族
の
あ
い
さ
つ



▲被災時に何を持ち出すべきかを
　話し合いました

▲「災害時に子どものストレスを
　減らすにはどうすればよいか」
　と問いかける講師（左）

　

４
月
に
入
り
、
暖
か

い
日
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
入
学
や

進
学
、
就
職
な
ど
新
た
な
生
活
が

始
ま
り
ま
す
▼
さ
て
話
は
変
わ
り

ま
す
が
、
今
年
の
冬
は
、
暖
冬
で

記
録
的
に
雪
が
降
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
分
だ
と
、
こ
れ
か
ら
の

水
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
農
作

物
の
育
成
不
良
や
、
水
道
水
源
の

枯
渇
に
よ
る
給
水
制
限
、
給
水
制

限
に
伴
う
下
水
道
使
用
制
限
な
ど
、

生
活
の
糧
と
な
る
農
作
物
の
不
作

や
日
常
生
活
の
不
便
さ
は
、
考
え

た
だ
け
で
ぞ
っ
と
し
ま
す
▼
よ
く

年
間
の
降
水
量
は
、
決
ま
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
雪
が
少
な
け

れ
ば
、
梅
雨
時
期
、
そ
れ
も
少
な

け
れ
ば
台
風
時
期
で
降
雨
量
を
合

わ
せ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼

し
か
し
最
近
の
状
況
を
み
る
と
、

こ
の
こ
と
を
全
く
覆
す
か
の
よ
う

な
雨
の
降
り
方
は
、
洪
水
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
災
害
に
直
結
し
ま
す

▼
災
害
に
な
っ
た
ら
ど
う
対
応
す

る
か
も
大
事
で
す
が
、
災
害
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
な
生
活
の
見
直
し
、

自
然
と
の
協
調
な
ど
私
た
ち
が
す

べ
き
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
に
と
い
い

ま
す
。
雨
も
ほ
ど
ほ
ど
に
降
っ
て

く
れ
た
ら
い
い
の
で
す
が
ね
。

　

２
月
21
日
㈮
、
高
甫
地
域
公
民
館
で
「
安
心
で
き
る
避
難
所
づ
く

り
」
の
講
座
が
行
わ
れ
、
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画

課
の
牧
厚
子
課
長
を
講
師
に
、
地
域
の
防
災
学
習
会
と
し
て
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
学
び
ま
し
た
。

男
女
が
対
等
な
立
場
で

人
権
に
配
慮
し
た
避
難
所

公民館だより

696
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「
避
難
所
づ
く
り
」か
ら
学
ぶ
男
女
共
同
参
画

　
　
　

高
甫
地
域
公
民
館

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
「
男
性

だ
か
ら
こ
う
す
べ
き
」
、
「
女
性
だ

か
ら
こ
う
す
べ
き
」
と
い
っ
た
性

別
的
な
役
割
分
担
の
意
識
を
な
く

し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
互
い
が
対

等
な
立
場
で
参
画
す
る
こ
と
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
労
働
力
人

口
が
減
少
し
て
い
る
今
、
男
性
も

女
性
も
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ

て
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
男
女
平
等
の
意
識
だ

け
で
な
く
、
男
女
が
共
に
参
画
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２０２０年４月 1 日発行

　

災
害
時
の
避
難
所
に
お
い
て
は

男
性
や
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し

て
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
す
る
な

ど
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
避
難

所
づ
く
り
が
大
切
な
の
か
を
考
え

ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
安
心
で
き
る
避
難
所

づ
く
り
～
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
避
難
所
運
営
に
～
」
の
視
聴
で

は
、
実
際
の
避
難
所
に
お
い
て
女

性
や
子
ど
も
の
人
権
が
配
慮
さ
れ

な
か
っ
た
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
①
男
女
に
分
か
れ
て
い
な
い

ト
イ
レ
②
更
衣
室
な
ど
の
着
替
え

る
場
所
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
多

く
の
問
題
点
が
あ
り
、
講
師
は
「
避

難
所
に
は
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
立
場
の
人
が
意
見
を
出
し

合
い
、
気
付
き
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
私
た
ち
は
一
人
一
人
、
価

値
観
や
考
え
方
が
違
い
ま
す
。
そ

れ
を
話
し
合
い
思
い
や
る
こ
と
で

自
分
の
問
題
と
な
り
、
防
災
意
識

も
高
ま
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
男
女

共
同
参
画
の
視
点
を
持
ち
、
町
の

活
動
や
運
営
に
関
わ
る
こ
と
で
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

　

改
め
て
防
災
と
男
女
の
避
難
所

　

づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と
な
っ

　

た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
考
え
て
い

　

き
た
い
。
い
ざ
と
い
う
時
の
備

　

え
を
し
て
お
き
た
い
。

　

女
性
を
考
慮
し
た
避
難
場
所
の

　

確
保
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

・・・

2020年４月号 ・28・



　

２
月
５
日
㈬
、
市
内
各
町
の
広
報
担
当
者
を
対
象
に
「
分
館
報
編

集
研
修
会
」
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

信
濃
毎
日
新
聞
社
読
者
セ
ン
タ
ー
長
の
藤
森
秀
彦
さ
ん
か
ら
よ
り
良

い
公
民
分
館
報
（
以
下
、
館
報
）
の
編
集
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

す
ぐ
に
使
え
る
！
編
集
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

２
月
15
日
㈯
、
須

坂
市
民
学
園
公
開
講

演
会
を
行
い
、
学
園

生
を
は
じ
め
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

切
り
絵
作
家
の
柳
沢

京
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、柳
沢
さ
ん
が
学

ん
で
き
た
健
康
長
寿
や

切
り
絵
に
つ
い
て
話

を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

切り絵が描く健康長寿への道

市民学園公開講演会

健
康
長
寿
の
ま
ち
須
坂

　

柳
沢
さ
ん
は
「
健
康
長
寿
の
方

は
、
次
の
９
つ
の
こ
と
を
習
慣
づ

け
て
い
る
こ
と
が
多
い
」
と
次
の

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動

②
生
き
が
い
を
持
つ

③
ス
ト
レ
ス
を
回
避
す
る
こ
と

④
腹
八
分
目

⑤
菜
食
傾
向

⑥
軽
度
の
飲
酒

⑦
交
流
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加

⑧
社
会
奉
仕

⑨
人
を
愛
す
る
こ
と

▲健康長寿に関連した切り絵がたくさん
　紹介されました

　

柳
沢
さ
ん
は
「
須
坂
は
自
然
が

多
く
、
山
歩
き
な
ど
が
し
や
す
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
産

物
直
売
所
な
ど
地
域
の
人
が
作
っ

た
野
菜
な
ど
が
地
域
の
人
に
消
費

さ
れ
る
す
ば
ら
し
い
仕
組
み
も
健

康
長
寿
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
須
坂
に
は
保
健
補
導
員
制

度
も
あ
り
ま
す
。
保
健
補
導
員
さ

ん
は
健
康
に
関
し
て
社
会
貢
献
し
、

仲
間
と
も
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲「見出しを良くするには…」２人
　１組になり、相談し合う参加者

「
皆
で
作
る
館
報
」
を
目
指
す

ポ
イ
ン
ト
①

ポ
イ
ン
ト
②

　

藤
森
さ
ん
は
「
館
報
は
身
近
で

発
行
す
る
も
の
な
の
で
、
新
聞
ほ

ど
堅
苦
し
く
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
多
く
の
人
が
編
集
に

携
わ
る
こ
と
で
良
い
記
事
に
な
り
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
館
報
を
作
る
こ
と
を
難
し
く

考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
過
去
に
先
輩
た
ち
が
作
っ
て

き
た
も
の
を
真
似
し
て
、
仲
間
の

力
を
借
り
な
が
ら
作
っ
て
み
ま
し

ょ
う
」
と
話
し
、
編
集
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
と
し
て
絶
大
な
効
果
の
あ
る

２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

▲藤森秀彦さん

公
民
分
館
報
編
集
研
修
会

　

藤
森
さ
ん
は
「
館
報
の
中
で
も

特
に
大
切
な
見
出
し
は
、
見
た
だ

け
で
記
事
の
内
容
が
分
か
る
こ
と

が
理
想
的
で
す
。
例
え
ば
研
修
旅

行
の
記
事
な
ら
ば
、
イ
ベ
ン
ト
名

を
そ
の
ま
ま
使
う
の
で
は
な
く
、

読
み
手
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
読
み
手
が
知

り
た
い
『
何
が
良
か
っ
た
の
か
』

『
行
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
』

　

参
加
者
の
「
ど
ん
な
写
真
を
撮

れ
ば
い
い
の
か
？
」
と
い
う
疑
問

に
対
し
て
、
藤
森
さ
ん
は
撮
影
す

る
際
は
思
い
切
っ
て
前
に
出
て
被

写
体
を
大
き
く
写
す
こ
と
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に

「
記
事
の
中
で
も
目
に
付
き
や
す

い
写
真
を
工
夫
す
る
だ
け
で
記
事

の
見
栄
え
は
す
ご
く
良
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
写
真
は
行
事
が
終
わ

っ
て
し
ま
う
と
後
か
ら
撮
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
50
枚
を

目
標
に
し
て
撮
影
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
う
す
れ
ば
必
ず
良
い
写
真

が
何
枚
か
撮
影
で
き
て
い
る
は
ず

で
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま

し
た
。

参
加
者
の
感
想

参
加
者
の
感
想

　

写
真
の
撮
り
方
や
見
出
し
の
意

　

味
な
ど
を
学
べ
、
ポ
イ
ン
ト
を

　

お
さ
え
た
分
か
り
や
す
い
講
義

　

で
し
た
。

　

よ
り
身
近
な
館
報
に
し
た
い
と

　

思
い
ま
し
た
。

　

す
て
き
な
切
り
絵
や
講
師
の
方

　

の
人
生
の
送
り
か
た
の
話
、
と

　

て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

分
か
り
や
す
く
興
味
深
い
お
話

　

で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
す
て
き

　

な
切
り
絵
も
俳
句
も
ず
っ
と
見

　

て
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・

・

・

・

輝
く
見
出
し
を
考
え
よ
う

表
情
の
あ
る
写
真
を
撮
ろ
う

▲柳沢京子さん

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
書
く
こ

と
で
、
良
い
見
出
し
に
な
り
ま
す
」

と
多
く
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

見
出
し
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
館

報
は
大
き
く
変
え
ら
れ
る
こ
と
を

伝
え
、
参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

2020年４月号・29・



学ぶ

　

１
年
ご
と
の
更
新
で
５
年
間
学

び
ま
す
。
講
演
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

学
級
別
学
習
会
、
須
坂
カ
ッ
タ
カ

タ
ま
つ
り
な
ど
を
と
お
し
て
須
坂

の
良
さ
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

開
講
期
間　

令
和
２
年
４
月
～

　
　
　
　
　

令
和
３
年
３
月

※
日
程
な
ど
は
、
広
報
須
坂
２
月

　

号
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市外局番…(026)

市
民
学
園
新
入
生
募
集

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習市内見学まなびー号（隊）「お宝探しの旅」 2020年の予定

コース	 開催日時 申込期間

須坂では花と仏とおらがそば
４月18日㈯ 
午前 9時～午後４時

５月30日㈯
午前９時～正午

６月６日㈯
午前９時～午後０時30分

６月30日㈫
午前９時～午後０時10分

９月19日㈯
午前９時～午後３時30分

10月３日㈯
午前９時～正午

10月31日㈯
午前９時～正午

３月23日㈪～４月10日㈮
※広報須坂３月号33ページをご覧ください。

５月７日㈭～22日㈮

５月７日㈭～22日㈮

６月１日㈪～22日㈪

９月７日㈪～25日㈮

８月３日㈪～９月８日㈫

10月５日㈪～23日㈮

臥竜公園周辺巡り

子ども古墳クイズツアー

須坂市の活気ある企業を訪問

初秋の大笹街道巡り

高甫地区・古墳の里巡り

伊能ウォークで須坂の発見

毎年好評の市内見学まなびー号（隊）「お宝探しの旅」のご案内です。
詳しい参加募集については、その都度『広報須坂』でお知らせします。
（須坂市ホームページ「生涯学習ポータルサイト」にも掲載しています）

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前

新
規
講
座
の
一
部
を
ご
紹
介

伊
能
忠
敬
公
の
生
き
方
と

　
　
　
　
　
　
足
跡
を
学
ぶ

　
　
　
　

 

（
市
川
美
津
夫
さ
ん
）

　　

55
歳
か
ら
71
歳
ま
で
全
国
を
測

量
し
て
日
本
地
図
を
作
っ
た
伊
能

忠
敬
公
は
、
１
８
１
４
年
に
須
坂

の
谷
街
道
を
測
量
し
ま
し
た
。
そ

の
生
き
方
に
つ
い
て
、
座
学
や
現

地
を
歩
き
な
が
ら
学
び
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
求
め
る

　
　
　
　
　
　「
自
立
型
人
材
」

　
　
　
　

 

（
オ
リ
オ
ン
機
械
㈱
）

　

ロ
ボ
ッ
ト
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

な
ど
急
激
な
社
会
変
化
の
実
情
や
、

予
測
で
き
な
い
未
来
に
向
け
て
備

え
る
チ
カ
ラ
を
学
び
ま
す
。
中
学

生
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
学
習
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
か
ら
「
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー
」は
「
生
涯
学
習
推
進

課
」
に
な
り
ま
す
。
「
生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
で
掲

載
し
て
い
た
内
容
を
含
め
、
生

涯
学
習
に
役
立
つ
情
報
を
こ
の

ペ
ー
ジ
で
お
届
け
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
、
イ
ベ
ン
ト

や
講
座
な
ど
が
中
止
・
延
期
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
催
者

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

負
担
金　

年
３
６
０
０
円
／
人

※
学
級
・
ク
ラ
ブ
活
動
は
別
途
費

　

用
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

４
月
７
日
㈫

※
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧
中
央

　

公
民
館
）
の
窓
口
に
あ
る
入
学

　

申
込
書
に
記
入
し
、
負
担
金
を

　

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
献
血
の
お
話

（
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　

須
坂
市
地
区
）

　

献
血
は
命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
体
の
つ
く
り
や
血
液

の
基
礎
知
識
、
献
血
の
必
要
性
に

つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
イ
ラ
ス
ト
を
使

っ
た
分
り
や
す
い
お
話
で
す
。
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？
～
い
つ
ま
で

　
　
も
自
分
で
歩
き
た
い
か
ら
～

　

 

（
グ
リ
ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会
）

　　

フ
レ
イ
ル
（
健
常
か
ら
要
介
護

へ
移
行
す
る
中
間
の
段
階
）
に
つ

い
て
、
原
因
と
予
防
を
学
び
ま
す
。

施
設
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

小
中
学
生
の
た
め
の

「
介
護
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

　

 
（
グ
リ
ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会
）

　　

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
介
護

体
験
や
介
護
に
関
わ
る
職
業
な
ど

を
学
ぶ
講
座
で
す
。
希
望
者
は
、

車
い
す
介
助
・
歩
行
介
助
・
ハ
ン
ド

ケ
ア
な
ど
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

※
こ
の
他
の
講
座
は
、
広
報
須
坂

　

４
月
号
別
冊
『
２
０
２
０
年
４

　

月
改
訂
須
坂
市
生
涯
学
習
ま
ち

　

づ
く
り
出
前
講
座
』
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

◎
生
涯
学
習
推
進
課　

問
合
せ
☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

２
４
６
‐
３
９
０
６

2020年４月号 ・30・



お 知 ら せ 市外局番…(026)

講座名

仲間づくり謡曲塾
　　　　（宝生流）

尺八令和（2020）

楽しいいけ花
　(宏道流(渡邊))

さわやか謡曲講座
　　　　（観世流）

茶道入門（石州流）

気軽に楽しむ
日本舞踊（藤間流）

須坂ふるさとの唄
で踊る日本舞踊　
　　　  （藤間流）

５月14日㈭
午後６時45分～８時

1,000円/回

3,000円
※謡本「鶴亀」をご用意できる方は無料

700円/回（花材代）

無料

無料
※大成版「観世流初心謡本 下巻」、ま
たは大成版「鶴亀」一番本（檜書店発
行）必要。各自でご用意ください。

2,000円（お茶・お菓子代）

無料

６月４日㈭
午後７時～８時30分

６月６日㈯
午前10時～正午

６月10日㈬
午前10時30分～正午

６月13日㈯
午後１時30分～３時30分

６月21日㈰
午前９時30分～11時30分

７月10日㈮
午後７時30分～９時

開催日 参加費回数

12回

８回

６回

６回

８回

６回

８回

６人

10人

10人

６人

10人

５人

10人

各回とも木曜日

各回とも木曜日

各回とも土曜日

各回とも水曜日

各回とも金曜日

各回とも土曜日

各回とも日曜日

定員初回日時

文化芸術講座
　須坂市文化芸術協会と中央地域公民館が連携して開催します。伝統文化や芸能にふれてみませんか。
　ところ　生涯学習センター各教室（旧中央公民館）     講　師　須坂市文化芸術協会会員
　申込開始　４月１日㈬　※定員になり次第締め切り　　　問合せ　☎２１４‐６０８６（中央地域公民館）

生
涯
学
習
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

展
示

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
臥
竜
公
園

山
本
一
写
真
展
「
弥
生
尽
　
春
愁
」

　

桜
が
咲
き
、
散
る
ま
で
の
ス
ト

ー
リ
ー
性
の
あ
る
写
真
を
展
示
し

ま
す
。
臥
竜
公
園
の
桜
と
と
も
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

４
月
16
日
㈭
～
21
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

体験

土
笛
づ
く
り
体
験
教
室

　

鎌
田
山
の
粘
土
を
使
っ
て
土
笛

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

４
月
26
日
㈰　
　
　
　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
　
師　

千
村
秀
治
さ
ん

参
加
費　

３
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

昼
食
、
エ
プ
ロ
ン

定
　
員　

10
人

申
込
開
始　

４
月
１
日
㈬

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

共
　
催　

須
坂
土
笛
の
会

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

体験

　

チ
ー
ズ
た
っ
ぷ
り
パ
ス
タ
を
作

高
津
住
職
の
お
勝
手

日
滝
地
域
公
民
館

▲自分だけの土笛
　を作りませんか

※
18
日
㈯
、
19
日
㈰
の
午
後
２
時

　

か
ら
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し

　

ま
す
。

と
こ
ろ　

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
臥
竜

　
　
　
　

公
園（
南
部
地
域
公
民
館
）

出
展
者　

日
本
風
景
写
真
協
会

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
０
９
０
‐
２
２
４
０

　
　
　
　

‐
０
０
９
８
（
櫛
引
）

り
ま
す
。
男
性
の
方
も
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

５
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

講
　
師　

高
津
孝
道
さ
ん

内
　
容　

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
他

　
　
　
　

全
２
種
類
の
パ
ス
タ

参
加
費　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん
、
フ
ォ

　
　
　
　

ー
ク
な
ど

定
　
員　

15
人

申
込
期
限　

５
月
８
日
㈮

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

※
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

２
月
１
日
発
行
の
「
生
涯
学

習
推
進
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
内

「
生
涯
学
習
推
進
員
会
活
動
だ

よ
り
」
に
掲
載
し
た
「
太
閤
楼
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
「
太
鼓
楼
」
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

各
種
サ
ー
ク
ル
の
発
表
の
場

と
し
て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

ロ
ビ
ー
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
生
涯
学
習
推
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

※
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は「
地
域

　

の
社
会
教
育
の
振
興
お
よ
び

　

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
団
体
」

　

が
使
用
で
き
る
施
設
で
す
。

2020年４月号・31・



2020年４月号 ・32・

市外局番…（026）

子育て支援センター・児童センター

★集まりの日（11:00～）

　８日㈬　はじめましての会＆お花見会

　        お友だちと簡単なゲームをして仲良くな

　　　　　りましょう。その後は桜を見ながらお花

　　　　　見会をしましょう。

　15日㈬　おはなしポケット

　　　　　センターの職員と手遊びやお話をみんな

　　　　　で楽しみましょう。

　22日㈬　ふれあい遊びをしよう

　        体操をしたり、親子でふれあい遊びを楽

　　　　　しみましょう。

【開放時間などのお知らせ】

　子育て支援センターの開放は月～土曜日10:00～18:00

です。南部・東部・北部の児童センターの開放は月

～土曜日10:00～12:00で、土曜日のみ14:00～18:00も

利用できます。詳細は各児童センターへお問い合わ

せください。水曜日は「集まりの日」です。

　問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　　☎/２４５‐６５８８

お父さん…健太さん／お母さん…明美さん

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　物事を正しく理解し、義理・人情にあふれた人になって

ほしいと「りひと」に決めました。「仁」は総画数を考慮し、

「仁義」とパパが好きなプロサッカー選手の「遠藤保仁」さ

んからもらい「理仁」と名付けました。

　兄と父と一緒にサッカーをすることが大好きで、将来

の夢はサッカーがじょうずなパパになること。

　かわいい笑顔に癒やされ、家族みんな理仁が大好きで

す。これからも健康に育ってね！

鈴
すず

木
き

 理
り

仁
ひと

 くん
（５歳５カ月）

　

ＫＩＴＴＹ
　ＥＩＫＯ先生のダンスレッスンを須坂
でも受けられるように作ったのがこのサ
ークルです。誰でも楽しくヒップホップ
が踊れる初心者向けです。
　ヒップホップだけでなくＫ‐ＰＯＰや
Ｊ‐ＰＯＰも踊っています。魅力的な先
生と楽しみながらダンスを一緒に踊りま
せんか？　ぜひご参加ください。詳細は
子育て支援センターまで。
活動日　毎月第２第４土曜日
　　　　午後７時30分～午後８時30分
ところ　仁礼コミュニティセンター
料　金　未就学児は無料
　　　　上記以外の方1,000円/回　
回数券（５回4,000円、12回8,400円）あり
※見学は無料、体験は500円

～子育てサークルを紹介します～

★子育て相談(11:00～）

　７日㈫　家庭児童相談員による子育て相談

　20日㈪　管理栄養士による食育相談

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

児
童

児
童

幼
児
・
親
子

８日㈬ 16:00～ センターで遊ぼう
15日㈬ 15:45～ プラバン工作
22日㈬ 15:45～ 避難訓練(地震）＆牛乳パッ   
               クでキューブパズル

15日㈬ 11:00～ センターであそぼう!

22日㈬ 11:00～ こいのぼりをつくろう♪

15日㈬ 11:00～ センターで遊ぼう!

22日㈬ 11:00～ 親子体操を楽しもう!

８日㈬ 14:15～ 一輪車教室(初心者）

15日㈬ 16:00～ センターであそぼう!

22日㈬ 16:00～ 避難訓練

８日㈬ 14:30～ 一輪車教室(１年生対象）
22日㈬ 16:00～ 避難訓練①
24日㈮ 16:00～ センターであそぼう!

８日㈬ 16:00～ センターであそぼう!

15日㈬ 16:00～ 一輪車・トランポリン教室

22日㈬ 16:00～ 避難訓練（火災）＆交流ゲーム

８日㈬ 10:30～ はじめまして＆お話の会

15日㈬ 10:30～ 手型足型とり＆お楽しみ会

22日㈬ 11:00～ こいのぼり工作

北旭ケ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

幼
児
・
親
子

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

※新型コロナウイルス拡大防止のため、施設利用
を中止することがあります。あらかじめご了承く
ださい。



2020年４月号・33・

スミス晴
は る か

香さん（村石町）

　

今
回
の
第
１
号
は
、
２
年
前
に

須
坂
市
に
移
住
し
て
き
た
ス
ミ
ス

晴
香
さ
ん
で
す
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
籍
の
夫
と

子
ど
も
２
人
の
４
人
暮
ら
し
で
す
。

須
坂
市
に
移
住
し
た
理
由
な
ど
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
市
民
リ
レ

ー
の
新
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
市
民
の
方
に
、
普
段

須
坂
市
に
関
し
て
思
っ
て

い
る
こ
と
や
、
考
え
て
い

る
こ
と
な
ど
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

　

リ
レ
ー
方
式
で
、
今
回

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
方
は
、

次
の
方
に
つ
な
い
で
い
き

ま
す
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
須
坂

に
関
し
て
考
え
て
も
ら
え

る
と
幸
い
で
す
。

市
民
リ
レ
ー

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

移
住
の
決
め
手
は　
　

　
　

須
坂
か
ら
の
眺
望

自
然
が
遊
び
場

　

私
は
宮
城
県
で
生
ま
れ
、
転
勤

で
長
野
県
に
来
ま
し
た
。

　

夫
と
結
婚
し
、
住
宅
を
購
入
し

よ
う
と
考
え
、
長
野
県
内
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
白
馬
村
な
ど
が
候

補
地
の
一
つ
と
考
え
、
色
ん
な
と

こ
ろ
に
行
っ
て
探
し
ま
し
た
が
、

須
坂
か
ら
の
山
の
眺
め
に
魅
了
さ

れ
、
須
坂
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
に
は
海
が
あ
り
、
奥
羽

山
脈
な
ど
の
山
も
あ
り
ま
す
が
、

標
高
や
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
の
雪
質
は

比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
家
族
は
、
冬
で
も
キ
ャ

　

夫
も
私
も
ア
ウ
ト
ド
ア
が
大
好

き
で
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

楽
し
み
ま
す
。
須
坂
周
辺
に
は
世

界
的
に
有
名
な
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ

ー
や
プ
ロ
の
方
が
訪
れ
る
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
が
近
く
に
あ
り
、
１
時

間
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
る
と
、
妙
高

や
白
馬
な
ど
の
ス
キ
ー
場
に
行
け
、

須
坂
は
こ
れ
ら
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
の
中
間
に
位
置
し
恵
ま
れ
た
場

所
で
す
。

　

夫
は
以
前
に
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
住
ん
で
お
り
、

世
界
的
に
眺
望
が
有
名
な
エ
ア
ー

ズ
ロ
ッ
ク
に
も
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
須
坂
の
眺
望
は
「
世
界
に
も

類
が
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
起
き
て
、
窓
ご
し
の
北
ア
ル

プ
ス
や
北
信
五
岳
は
私
た
ち
家
族

に
と
っ
て
、
と
て
も
ぜ
い
た
く
で

す
。
毎
日
が
リ
ゾ
ー
ト
地
に
住
ん

で
い
る
気
分
を
味
わ
え
て
い
ま
す
。

四
季
を
通
し
て
景
色
を
楽
し
め
、

山
の
向
こ
う
に
山
が
あ
る
こ
の
景

色
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
見
る

景
色
と
同
じ
で
す
。
世
界
的
に
見

て
も
と
て
も
き
れ
い
で
、
景
色
を

目
的
と
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
世
界
中
か
ら
人
を
呼
び
込
め

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ン
プ
を
し
た
り
、
川
で
遊
ん
だ
り

し
て
、
自
然
を
遊
び
尽
く
し
て
い

ま
す
が
、
遊
び
尽
き
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
半
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
新
し
い
遊
び
場
を
見
つ
け

る
こ
と
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
坂
田
山
や
五
味
池
を
訪

れ
た
時
、
せ
っ
か
く
地
域
の
方
が

整
備
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
須

坂
の
人
が
訪
れ
た
り
、
遊
ん
だ
り

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
は
、
子

ど
も
自
身
も
自
然
を
通
し
て
危
険

を
察
知
す
る
能
力
な
ど
を
養
う
こ

と
が
で
き
、
自
然
に
勝
る
遊
び
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。



2020年４月号 ・34・

みんなで防ごう「受動喫煙」！

2020年４月１日から、多くの施設で
原則屋内禁煙になります

　健康増進法の一部が改正する法律（2018年７月成立）により、望まない受動喫煙を防止するための取

り組みは、マナーからルールへと変わります。

○改正法の３つの基本的な考え方

　１　「望まない受動喫煙」をなくす

　２　受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者などに配慮

　３　施設の類型・場所ごとに対策を実施

○第一種施設（学校・病院・児童福祉施設・行政機関の庁舎など）は、2019年７月から原則敷地内禁煙

となっています。

○４月１日からは第二種施設が原則屋内禁煙になります。

　事業所、ホテル・旅館、美容院・理髪店、飲食店、旅客運送用事業船舶・鉄道などの多くの人が利

用する施設

　※所定の要件に適合すれば、喫煙室の設置ができます。

　※喫煙が禁止されている場所での喫煙は、罰則が適用される場合があります。

経過措置に関するお問い合わせ先　長野県健康福祉部健康増進課　☎ 026‐235‐7116
　https://www.pref.nagano.lg.jp/kenko-choju/kenko/kenko/kenko/tabako/jyudoukituen.html

①2020年４月１日時点で、営業している店舗ですか？

②資本金または出資金の総額が５千万円以下ですか？

③客席面積は100㎡以下ですか？

１つでも「いいえ」がある

屋内禁煙にするか、「①喫煙専用室※」、「②加

熱式たばこ専用喫煙室※」を設置すること

も可能です。

経過措置として、「③喫煙可能室※」（たばこの喫

煙可能・飲食の提供可能）を設置することができま

す。

喫煙可能室を設置した場合

は、指定された標識（喫煙室

があることを示す標識・喫煙

室の標識）の掲示が義務付け

られています。

20歳未満の方は、喫煙エリア

に立ち入ることができませ

ん。（たとえ喫煙を目的とし

ない場合でも、たとえ従業員

であっても立ち入ることはで

きません）

喫煙可能を設置した施設の管

理権原者は、最寄りの保健所

へ届け出を行うことが必要で

す。（届け出様式、受け付け

開始時期は、県ホームページ

などでお知らせします。

経過措置として選択可

経過措置を選択した場合の注意点

３項目とも「はい」である

　既存の小規模飲食店の皆さんへ

　以下の３つの項目の回答による事業者分類によって経過措置があります。

原則屋内禁煙
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